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半田ＲＣ 社会奉仕委員長 手島 寿宏 

活動名称 ひいらぎ養護学校ふれあいクリスマスコンサート 

事業分類 教育 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

平成２６年１２月１１日（木）半田市出口町にあります愛知県立ひいらぎ特別支援学校にて「ひいらぎ養護学校ふ

れあいクリスマスコンサート」を行いました。 

こちらの施設は主に身体的発達の遅れや肢体に不自由のある子どもたちの学習や生活支援を行っております。

半田ロータリークラブとしましては、ここ数年こちらの施設で活動をすることがあります。 

小学の部・中学の部・高校の部と別れていまして、本年は小学の部を対象、「アンサンブル螢」を迎えてのコンサ

ート、クリスマスソングや絵本で有名な「はらぺこあおむし」などを行いました。言葉を話せない子供たちが体全体

を使って喜びを表してくれました。昨年は中高生を対象にマジックショーを行い、毎年対象を変え活動をしていま

す。 

その他社会奉仕関連の情報 

平成２７年３月１４日（土）半田市福祉文化会館にて

春の音楽祭にて半田ロータリーデーを行います。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

東海ＲＣ 社会奉仕委員長 小島 博也 

活動名称 緑地育成ボランティア 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 東海市 

 

東海市では市内４箇所で未来の森作りのために活動をしています。東海ロータリークラブでは、この活動に参加し、

東海市内各種団体や一般の市民の方と一緒に植林や雑草の除去などの活動をしております。 

その他社会奉仕関連の情報 

市内各社会奉仕団体と協力して社会奉仕功労者を優良ボランティアとして表彰する予定です。 

環境問題に関する、小学生の作文、絵画コンクールに協賛しております。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

東知多ＲＣ 社会奉仕委員長 安藤 浩詩 

活動名称 東浦町社会福祉(協)ふれあい運動会・５３０運動 

事業分類 福祉・安全・環境 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

○東浦町社会福祉協議会開催の「ふれあい運動会」のパン食い競争用のパン購入費を支援 

○阿久比町５３０運動協賛 

○広島豪雨災害義援金を会員よりいただき支援 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

半田南ＲＣ 社会奉仕委員長 横尾 哲也 

活動名称 第 22 回 ロータリー大賞 

事業分類 福祉 R 財団補助金 無 

協力団体 中日新聞社・半田市観光協会 

 

半田市、武豊町、美浜町、南知多町における社会福祉・社会奉仕活動等において貢献した個人及び 団体に半

田南ロータリークラブから「ロータリー大賞」を授与します。当クラブ例会において活動内容の発表と表彰及び副

賞（金５万円）を授与致します。後援として中日新聞社からも表彰及び楯を授与致します。 

毎年、中日新聞知多版に大きく掲載されます。今年で２２回を数える継続事業です。 

受彰者は、会員及び各市町村福祉協議会・半田市観光協会から、推薦を募り、理事会・社会奉仕委員会のなか

で選考されます。半田南ロータリークラブの社会奉仕活動の目玉の一つです。 

その他社会奉仕関連の情報 

半田保護区保護司会への支援 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

知多ＲＣ 社会奉仕委員長 尾之内 美保子 

活動名称 どんぐりプロジェクト・ポリオ撲滅 

事業分類 環境 社会奉仕 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

主な活動は知多市産業まつりにて行っております。 

〇ポリオの撲滅 

 事前に市民の方に通知を行い、祭り当日に空き缶の「プルタブ」・ペットボトルの「キャップ」を持って来て

頂きます。持って来て頂いた代わりにお菓子をお配りします。 

 （浸透しつつあるため、持っていただける方が増えているように思います。） 

 集めたプルタブ・キャップはエコキャップ推進協会へ送り、そこでワクチンに変えていただきます。 

〇どんぐりプロジェクト 

 ＣＯ2 の削減等を目指し、知多市の山にどんぐりの里山を作ることを目標にしております。 

 来場いただいた方々に育苗用ポットに腐葉土・どんぐりを入れお渡しします。 

 育てていただけることをお約束し、輪投げをして頂き景品をお渡ししております。 

 2 年後を目処に植樹会を開き、育てていただいた苗を持参頂き植樹しております。 

以上が知多クラブにおける社会奉仕活動です。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

大府ＲＣ 社会奉仕委員長 笹田 栄治 

活動名称 身体障がい者とのボウリング大会 

事業分類 福祉 R 財団補助金 有 

協力団体 大府市社会福祉協議会・大府市身体障がい者福祉協会 

 

大府市内の身体障がい者の団体とその事務局である大府市社会福祉協議会を通じて毎年ボウリング大会を企

画・運営しています。ゲーム終了後には表彰式を兼ねた食事会を行うことでより一層の懇親を図っています。また

この事業を機会に、ロータリー会員企業には障がい者雇用に取り組む企業が増加しています 

その他社会奉仕関連の情報 

身体障がい児者クリスマス会 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 
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一宮ＲＣ 社会奉仕委員長 榊原 讓 

活動名称 ロータリーデー 大江川クリーン作戦 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 一宮市役所 

 

１１月８日（土）一宮ロータリークラブは過去１５年間継続事業として行ってきた「大江川クリーン作戦」を本年度はロ

ータリーデーとして開催いたしました。 

 もともとこの事業はグラウンドワークの環境保全を目指すグループと当一宮ロータリークラブが始めた地元河川

をきれいにし、すべての生物が自然に生きていけるビオトープを整える目的で進められました。 

 年を重ねるごとに、行政、地元企業、ボランチアグループなど参加団体も増え、事業主体も実行委員会として組

織化され、当クラブの会員である酒井孝が実行委員長の任を永年務めてまいりました。本年度からは当該年度の

社会奉仕委員長が務めるよう変更しています。 

 ロータリーが継続事業をしていくことの是非は問われるところですが、発起した責任と組織の拡がりを考慮すると

やむを得ない面もあるのかなと思っています。 

 さて当日は天候にも恵まれ午前９時から一斉に清掃活動に入りました。かつては粗大ゴミがたくさん投げ入れら

れており大変でしたが、昨今では市民意識も向上し随分きれいな状態となっていて２時間ほどで終了し、皆でお

にぎりと豚汁をいただきながら歓談しすがすがしい気分になれました。 

 尚、当クラブで用意した記念品もすべてなくなる程の盛況で、参加人数は７００人強と思われました。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

津島ＲＣ 社会奉仕委員長 猪飼 充利 

活動名称 尾張津島秋まつり三百年祭 講習会・発表会 

事業分類 文化 R 財団補助金 有 地区補助金 

協力団体 津島山車保存会・津島石採祭車保存会・NPO まちづくり津島 

 

夏休み期間中を利用し、小中高生と地元のお囃子関係者を対象とした講習会を 4回企画しました。 

能楽のプロ 3名による実演と、主にお囃子の楽器についての演奏所作・保管方法・楽器の成り立ちや構造などに

ついての講習会を実施しました。当初50名の参加予定でしたが、毎回140名前後の方々に参加いただき盛況を

博するとともに、地域の青少年や祭り関係者の意識の高さが窺えました。尚、第 2回の講習会は台風接近のため

中止しました。からくり人形の基本操作や山車・石採車の彫刻についての講演会の予定でした。 

9 月 21 日(日)、講習会での研修成果発表の場として、津島神社南門前に特設舞台を設営し発表会を開催しまし

た。地元の小中高生を主体とし、それぞれの地区のお囃子を披露していただき、同時にからくり人形の実演も行

いました。からくり人形の実演は愛知県より尾張津島天王祭とともにユネスコ無形文化遺産に登録申請している犬

山祭、亀崎潮干祭(半田市)にも参加いただきました。 

講習会・発表会の参加者数は一般を含め約 1000 名になりました。 

その他社会奉仕関連の情報 

次年度、津島ロータリークラブ社会奉仕委員会と青少年奉仕委員会が主体となり、尾張津島天王祭のユネスコ無

形文化遺産登録を見据え、ご当地「津島祭検定試験」を地域の青少年・一般を対象として開催する予定です。地

区補助金を含めた予算建てをさせていただく所存でおりますので、次年度も津島ロータリークラブに格別のご高

配を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

尾西ＲＣ 社会奉仕委員長 岩田 勝義 

活動名称 歯科相談・おくすり相談 

事業分類 福祉 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

2014年 10月 26日(日)『びさいまつり』会場内にて、「無料 歯科相談・おくすり相談」を開催致しました。会員で歯

科医の清水様と薬剤師の森様を中心に活動しました。 

当日は、地元の尾西市立第一中学校より「職場体験」として生徒にお手伝いをさせて欲しいとのお願いがござい

ましたので、午前 2名、午後 2名、計 4名の中学生にも受付作業等のお手伝いを頂きました。 

歯科検診車の形式が変更となったため、相談という形をとる事になりました。本年度が初めてでしたが、無事に

「歯科相談・おくすり相談」を終える事ができました。少し改善をしていくと良いかと思う点もありましたが、地元に貢

献でき有意義な事業となりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他社会奉仕関連の情報 

・大江川クリーン作戦（環境） 

・優良社員表彰（その他） 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

一宮北ＲＣ 社会奉仕委員長 石黒 三雄 

活動名称 花水木賞 

事業分類 文化 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

2013 年より、地域社会活動に貢献している団体・個人を会員の推薦により選定し、表彰と金一封を贈る「花水木

賞」を作りました。 

2014～2015 年度の第三回は、「チアフル・ママ」と「冨田小冬さん」の 1団体と 1個人を 顕彰しました。 

 「チアフル・ママ」代表 江崎あずみさんは、活動が狭くなる子育てママを中心とし、各々が得意な技術を活かせ

るサークルを立ち上げ、女性の社会の実現に努力しています。 

 「冨田小冬さん」は、趣味の天体観測を続ける中で「超新星爆発」を発見され、この超新星は 国際天文学連合

に登録されました。なお、冨田さんは小学校 6年生です。 

その他社会奉仕関連の情報 

一宮 4 ロータリークラブ協賛での「大江川クリーン作戦」参加 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

稲沢ＲＣ 社会奉仕委員長 山脇 敏夫 

活動名称 AED寄贈事業 

事業分類 健康 R 財団補助金 地区補助金 

協力団体 稲沢市 

 

当クラブでは毎年、稲沢市内の AED 未設置公共施設

に AED（自動体外式除細動器）を１台ずつ寄贈させて頂い

ております。 

稲沢市とは、市民の皆様の不慮の事故などにすみやか

に利用でき、またその設備が整うことにより、より安心感を持

って利用していただけるような設置場所、寄贈方法など打

ち合わせを重ねてまいりました。 

今回は中学校に寄贈ということで、学校生活・学校行事

はもとより、利用範囲が中学校教職員・生徒のみに限定さ

れないよう、AED を携帯できるバックも合わせて寄贈し、校

外学習や学区・町内の行事に持ち出すこともできるようにし

ました。幅広い人々に活動中の安心感を持って頂くことが

でき、不慮の事故の際の救命に役立てていただけるものと

思っております。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

あまＲＣ 社会奉仕委員長 紅谷 幸政 

活動名称  

事業分類 福祉 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

社会奉仕委員会は地域社会委員会と連携して、昨年 8月には地域の病院の小児病棟に子供向けの図書コーナ

ーに子供向けの書籍購入費用として 30 万円寄贈した。他長年にわたり、地域の 530 運動に参加している。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋清須ＲＣ 社会奉仕委員長 川西 利浩 

活動名称 ロータリー活動を通じ地域社会に貢献できる事業を行う。 

事業分類 環境・文化・教育・安全(災害) R 財団補助金 検討中 

協力団体 清須市、清須市教育委員会、子ども会、保護司会、西枇杷島警察署など 

 

1. 清須市長と共に西春日井保護司会「第 64 回社会を明るくする運動」に参加。 

青少年の非行防止、犯罪防止と共に更生に対しても理解を深めていけるよう、啓発パレードに参加し、クラ

ブから記念品 1,000 個を寄贈致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. —グリーンレガシー・ヒロシマ—「被爆樹木 緑の遺産」整備例会 

清須市長参加の下、昨年度、広島原爆被爆樹イチョウ寄贈に続きその周りの整備を行いました。クラブから

バーハーバー272 本、芝桜 220 本を寄贈し、織田信長、織田家家紋をモチーフに植栽を致しました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 西枇杷島警察署への寄贈予定 

2015 年 4月初旬に我クラブから西枇杷島警察署 西枇杷島安全運転管理協議会に対し、清須市内に新入

学の児童への記念品として寄贈予定しております。また、クラブ内でも警察への理解を深めるべく弊クラブへ

西枇杷島警察署長より例年卓話を行っております。 

 

4. 五条川清掃とマスの掴み取り大会 -鱒 約 1500 匹を寄贈予定- 

2015年 5月 9日（土）、清須市春日地区子ども会子ども会大会の開催にあたり、クラブとして児童と共に五条

川の清掃活動を行い、その後、公園にて鱒を放流し、掴み取り大会を予定しております。子供達が自然に親

しみ生物と触れ合うことにより、健全な心身の育成につながる事を目的とし、活動を通じて友達の友情の絆を

強め、笑顔ではしゃぐ感動と喜びを体験できる場となります。更に地域社会、地元の皆さんと一体となって行

うことにより、ロータリークラブの活動を広く PR します。 
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一宮中央ＲＣ 環境保全委員長 大森 進 

活動名称 浅野公園つつじ植樹会 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 一宮市役所 建設部公園緑地課 

 

平成 26 年 11 月 16 日（日）午前 10 時より、一宮市浅野公園内におきまして つつじ植樹会を行いました。地

元市民の憩いの場である浅野公園に植樹することで 緑ある豊かな地域づくり及び地球温暖化防止の一助となる

ことを目的としています。 

当日は、松岡会長をはじめ 4名が参加し、丹精こめて植えさせていただきました。 
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第2760地区

東尾張分区
ガバナー補佐

加藤　令吉

瀬戸ロータリークラブ  ・・・ P ２０

犬山ロータリークラブ  ・・・ P ２２

小牧ロータリークラブ１  ・・・ P ２５

小牧ロータリークラブ２  ・・・ P ２８

春日井ロータリークラブ  ・・・ P ２９

尾張旭ロータリークラブ  ・・・ P ３０

名古屋空港ロータリークラブ ・・・ P ３１

瀬戸北ロータリークラブ  ・・・ P ３２

岩倉ロータリークラブ  ・・・ P ３３

名古屋城北ロータリークラブ ・・・ P ３４

愛知長久手ロータリークラブ ・・・ P ３５



 

 

瀬戸ＲＣ 社会奉仕委員長 金谷 康正 

活動名称 青少年への文化継承と健全育成 

事業分類 文化・教育・福祉 R 財団補助金 地区補助金 

協力団体 さくらんぼ育英会ＲＣＣ 

 

地域文化である陶器絵付けを体験し、自分たちで作った小物グッズなどの販売体験を通して社会貢献を学んで

貰いました。 

① ７月４日瀬戸特別支援学校でＰＴＡ役員さんと先生方に「招き猫」の絵付けを学んで貰いました。 

② 絵付け体験を７月１４日、１６日に瀬戸養護支援学校で小学部児童３６名、中・高部２１名の計５７名が参加して

制作。 

③ 販売方法について、『キャリア教育』でロータリアンが講師となって指導。 

④ ９月５日ＰＴＡ役員と学校先生方の立会の下で、陶芸作家を含むロータリアン５名が集って審査して特製の表

彰状を発行。 

⑤ ９月２７日～２８日に『招き猫まつり in瀬戸』会場（ローターリーチャリティブース出店）で子供たちに販売体験を

してもらい、肢体不自由な児童・生徒が、施されるだけでなく、自分たちも社会に貢献することが出来るというこ

とを学んで貰いました。その販売で得たお金をポリオプラスに寄付して貰いました。 

※ どの作品も個性があって優秀作品にしたく大変悩みました。また、保護者の作品に書かれた『春よ来い』、『ハ

ッピー』から親心が伝わってきます。 

その他社会奉仕関連の情報 

① 地区環境保全委員会からの情報収集  

② 地区ＲＣＣ委員会からの情報収集 
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犬山ＲＣ 社会奉仕委員長 吉野 育志 

活動名称 あなたも地域見守り隊（ｵﾚﾝｼﾞﾘﾝｸﾞ認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ推進運動） 

事業分類 福祉 R 財団補助金 今回の事業に関して（有） 

協力団体 犬山ポタリング協会，犬山市役所，犬山商工会議所 

 

認知症高齢者や家族の介護者の人たちのことを正しく理解し、これらの人が地域の無理解などで孤立しないよう

に、また認知症になっても安心して暮らせるまちを目指して、厚労省が中心となって認知症の人と家族への応援

者となる「認知症サポーター」養成事業を開始。地域のなかで認知症の人が困っているときにちょっとした手助け

をしたり、見守ったりする役割を務める人々を養成し、地域で支え合い、認知症の人および家族の孤立防止の担

い手としてオレンジリング（※）の輪を広げる周知事業を実施。 

※ オレンジリングとは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者としての認知症 

サポーターの証をなるオレンジ色のブレスレット（腕輪）。 

2014 年 10 月 12 日（日）自転車ポタリング事業「自転車散歩 in 犬山」に於いて、ポタリング参加者へオレンジリン

グ（徘徊老人サポーターキャラバン運動）の考えを推進するため、オレンジリボンの自転車ハンドルへの装着参加

を実施し啓蒙を図った。 

ポタリングや当日開催の犬山産業振興祭参加者に対して「あなたも地域見守りたい」と云うキャチフレーズで、多

文化共生、オレンジリング運動の二つを啓蒙するためのバッチを配布。 

以上により、後の 2014 年 11 月 29 日（土）認知症サ

ポーター講座への参加に繋げた。 

その他社会奉仕関連の情報 

要介護者慰問品贈呈 

治安活動関係者表彰 

 

  

＝2014 年 10 月 12 日（日）＝ 

 

 

オレンジリボン 

＝2014 年 11 月 29 日（土）＝ 
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小牧ＲＣ 社会奉仕委員長 長尾 秀義 

活動名称 20 歳の自分へのメッセージ事業 

事業分類 その他 R 財団補助金  

協力団体 小牧市役所 秘書広報課、こども政策課、学校教育課 

 

『20 歳の自分へのメッセージ』事業内容  

小牧ＲＣが 10年毎に行う定期事業です。始まりは 2005 年 5 月に小牧 RCが実施した「20 歳の自分へのメッセー

ジ」事業で、国際ロータリー100 周年と小牧市制 50 周年を記念しての合同事業として、当時の小牧市内小学４年

生が「20 歳の自分へのメッセージ」と題した作文をつくりタイムカプセルに保管し埋設しました。その子供たちが

2015 年に成人式を迎え、パークアリーナ小牧（小牧市スポーツ公園総合体育館）に埋設したタイムカプセルを開

封し作文を本人の手元に届けました。2015 年１月に開催の小牧市成人式にて披露してもらい、この事業を記念と

して植樹を行いました。また、今回開封したタイムカプセルには、2025 年に成人式を迎える現在の小学４年生に

作成してもらった 20歳の自分へのメッセージを保管し埋設し 10 年後に開封します。 

本事業の目的と期待 

成人の節目に、１０年前からの自分へのメッセージを受取ることで、当時の純朴な想いや過ぎてきた日々を懐かし

み、あらたなこれからの人生への励みになることを期待します。そして、現在の小学４年生が１０年後の自分へのメ

ッセージを贈ることは、明るい将来を心で描いて、健全な精神と肉体を持った若者が育ち、安心安全に過ごせる

地域社会になることを期待します。 

恩恵を受ける人 

2015 年小牧市新成人になる 1700 人と現在小牧市小学校 4年生の生徒 1600 人の合計 3300 人  

具体的な活動 

１０年前のタイムカプセルに保管したメッセージを、本人に確実に届ける作業。 

市内小学４年生に「２０歳の私へのメッセージ」用紙を配布、作成後回収し、タイムカプセルに保管をし埋設する。 

本事業を記念してパークアリーナ小牧に植樹をし小牧市に贈呈。 

 

タイムカプセル開封式写真 2014 9 21（日） 
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記念植樹式 2015 1 11（日） 
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成人式で代表がメッセージを披露                    小牧市成人式に小牧ＲＣも来賓で参加 

 

タイムカプセル埋設式 2015 3 18（水） 
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小牧ＲＣ 社会奉仕委員長 長尾 秀義 

活動名称 小牧市大山川クリーンアップ活動 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 大山川を愛する市民の会 

 

小牧市大山川を愛する市民の会の主催する大山川クリーンアップ作戦への支援活動 

平成 26 年 9 月 7 日（日）ＡＭ8：00～ 

小牧の自然を象徴する大山川の源流～下流までの10Ｋmを市民、行政、企業、各団体が協力して清掃活動を実

施。 

会長、幹事含め 8名参加 
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春日井ＲＣ 社会奉仕委員長 伊藤 一裕 

活動名称 ニュートン科学館(集えニュートンの樹のもとえ) 

事業分類 文化・教育 R 財団補助金 財団補助金有 

協力団体 春日井市 

 

2013～2014 年度、春日井市緑花植物園に、東京大学小石川植物園より、ニュートンの林檎の木の苗木を分けて

貰い植樹をしました。今回その第 2弾として植物園の隣に在る春日井市少年自然の家に、ニュートン科学館を寄

贈しました。ニュートン科学館は、万有引力実験装置、慣性の法則実験装置、プリズムの屈折装置等の器械と実

験パネルを作り少年自然の家の一角に設置しました。春日井市少年自然の家は、春日井市内の小学生が5年生

に成ると全員 2泊 3日のキャンプに来ます。ニュートンは万有引力を発見しただけで無く、多くの実験と発見をし

ています。春日井市内の子供達が科学に興味を持ち、将来、名古屋大学から6人も輩出している、ノーベル物理

学賞、化学賞の候補に挙がる人が出て、「私の科学に興味を持った原点はニュートンの科学館にある。」と言って

貰える人が出ると幸いです。2015 年 2月 28 日春日井市長、春日井市教育長の列席の基、春日井ロータリークラ

ブ例会と春日井ロータリークラブロータリーデイを兼ねて、テープカットと、除幕式を行いました。当日は、来場者

300 人、地元小学校の児童と餅つき大会をして、豚汁を配り、盛大に祝いました。 

その他社会奉仕関連の情報 

1、「春日井市福祉のつどい」にて『実生サボテン鉢植え体験』事業(例会) 2.ニュートンの林檎の木の世話事業 

3、フィリピンセブ島女子中学生教育支援奨学生事業(春日井 RC メンバー一人の個人が、奨学生一人に年間 3

万円を出し 2年間面倒を見る。アイ サービス事業)(国際奉仕委員会共同事業) 4、フィリピンセブ島アインユダ

小学校水洗トイレメンテナンス事業(国際奉仕委員会共同事業) 
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尾張旭ＲＣ 社会奉仕委員長 井田 武憲 

活動名称 
①市民祭に市民に対して樹木の苗木配布 

②東日本被災地支援事業の継続 

事業分類 環境 R 財団補助金 地区補助金を受く 

協力団体  

 

１．市民祭に市民に対して樹木の苗木配布 

平成 26 年 10 月 11 日（土）に尾張旭市民祭の会場「スカイワードあさひ」にて苗木（ハナミズキ）配布４００本を

市民に提供した。この活動は本年２３年目を迎え市民の間にも定着してきている。 

２．東日本被災地支援事業の継続 

平成 26 年 10 月 7 日（火）～８日（水）にかけて、宮城県松島ＲＣの例会に出席。 

松島市立第二幼稚園を訪問、および福島県三春町にえる福島県富岡町立小学校、幼稚園仮設校舎を訪問、

それぞれ「健康タオル」を贈呈した。 
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名古屋空港ＲＣ 社会奉仕委員長 武田 英昭 

活動名称 「まず参加！楽しみ、伝える！」 

事業分類 教育・安全（災害） R 財団補助金 有 

協力団体  

 

1.豊山町新１年生全員に防犯ベルを寄贈 

豊山町内 3小学校新 1年生（約 110 名）に登下校時の安全確保の為、防犯ベルを寄贈 

2.「社会を明るくする運動」に団扇を寄贈 

７月に開催された「社会を明るくする運動」に会員が参加、団扇を配布して啓蒙活動を行った。 

3.新地区補助金を利用し、県営名古屋空港「空の日」記念事業を支援 

空港利用者の安全及び利便性向上の為、カートを寄贈。また、「空の日記念事業（2/21 開催）」に春日丘高

校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞとゆるキャラ「なごぴょん（空港ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ）」「空太くん（名古屋空港RCﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ）」

と共に安全な旅行の啓蒙活動と空港の利用促進と活性化を支援した。 

         

4.被災地復興事業の一環として、被災高校生を支援 

継続事業として被災地高校生に奨学金を寄贈 
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瀬戸北ＲＣ 社会奉仕委員長 水野 半次郎 

活動名称 将来の夢を陶板に 

事業分類 教育 R 財団補助金 有 2014-2015 新地区補助事業 

協力団体 無 

 

瀬戸特別支援学校 さくらんぼ学園中高等部が瀬戸市立光陵中学校内に 4月に開校し、さくらんぼ学園中高等

部の生徒及び瀬戸市立光陵中学校の生徒に将来の夢、希望を陶板に染付で描いてもらい、陶板を校舎に貼り

付け寄贈した。 

地場産業の瀬戸焼に触れる事で郷土への愛着を深めると共に、夢を持った子供たちを育むことを期待します。 

その他社会奉仕関連の情報 

・せともの祭り、陶祖まつり協賛金 

・ウェルフェアーボーリング大会助成金 
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岩倉ＲＣ 社会奉仕委員長 河村 金明 

活動名称 アダプトプログラム（里親制度） 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 岩倉市 

 

岩倉市公共施設アダプトプログラム（里親制度）に参加し、「里親」として一定区画（公園・道路等）を自分の「里子」

とみなし、定期的に清掃して面倒を見ています。 

岩倉ロータリークラブは、五条川八神橋～井上橋両岸の草苅・ごみ拾いをしています。 

10/26（日）午前 7時 30 分～  アダプトプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他社会奉仕関連の情報 

「ロータリーふれ愛の広場」の整備保全 

岩倉市民ふれ愛まつり 2014 に参加・環境フェアに粗品（エコグッズ）配布 

クリーンチェックいわくら 2014 の参加 

交通安全に協力（交通安全パレードに参加） 
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名古屋城北ＲＣ 社会奉仕委員長 林  學 

活動名称 茶臼山林道への植樹 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 飯田東ロータリークラブ、長野県根羽村 

 

4 年前より、飯田東ロータリークラブと共同で、長野県根羽村のご協力のもと、茶臼山林道への植樹を進め、矢作

川水源の治水や林道の景観へ寄与するべく「ロータリーロード」の作製を進めています。 

立ち枯れを起こしたり、動物による被害があったりと根付きには困難を伴っておりますが、年々様々な工夫をして、

継続事業として進めています。 

ただ、こちらの作業は毎年 5月となっており、会議での発表には時期悪く、ご協力できないことをお許しください。 

その他社会奉仕関連の情報 

豊山町社会を明るくする運動に啓発うちわを寄贈。 

豊山中学校ブラスバンド部へ、ユニフォームの寄贈。 
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愛知長久手ＲＣ 社会奉仕委員長 吉田  濵一 

活動名称 愛・Ｎクリーン(清掃活動) 

事業分類 環境 R 財団補助金 検討中 

協力団体 長久手市 

 

長久手市環境基本計画「四季の恵みを感じましょう」に基づき、長久手市民と共に身近な自然を守り、環境を通じ

た対話・交流のあるまち、地球を守る等のまちづくりに対し、愛知長久手ロータリークラブ社会奉仕活動として積

極的に環境保全に取り組み、市内小学校付近での清掃活動において、燃えるゴミ１８０㎏、燃えないゴミ１１０㎏、

缶６０㎏、びん６㎏のごみ収集に協力した。 
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第2760地区

西名古屋分区
ガバナー補佐

宮田　紀昭

名古屋西ロータリークラブ ・・・ P ３７

名古屋南ロータリークラブ ・・・ P ３８

名古屋みなとロータリークラブ ・・・ P ３９

名古屋東南ロータリークラブ ・・・ P ４０

名古屋中ロータリークラブ ・・・ P ４１

名古屋瑞穂ロータリークラブ ・・・ P ４２

名古屋大須ロータリークラブ ・・・ P ４３

名古屋栄ロータリークラブ ・・・ P ４４

名古屋名南ロータリークラブ ・・・ P ４５

名古屋名駅ロータリークラブ ・・・ P ４６

名古屋丸の内ロータリークラブ ・・・ P ４８

中部名古屋みらいロータリークラブ ・・・ P ４９



 

 

名古屋西ＲＣ 社会奉仕委員長 松山 吉之 

活動名称 東日本大震災被災者支援事業・歳末助け合い募金 

事業分類 福祉 R 財団補助金 無 

協力団体 名古屋市社会福祉協議会・中日新聞社・中部日本放送 

 

現在も、東日本大震災によって名古屋市内に避難をされている被災者家族は未だに多く名古屋にいらっしゃい

ます。 

そうした方々に、名古屋にご家族がそろわれた際や、被災地に里帰りされた折などに、ご家族やご親族がご一緒

になられ、お食事をしていただく機会にでもなれればと当クラブは一昨年度より4年目となる各家庭に全国で使用

できる各種外食チェーン店舗で使用できるグルメカードの贈呈を名古屋市社会福祉協議会を通して行いました。 

又、社会福祉協議会とされても、このカードの手渡しをすることを通して各避難世帯と改めて連絡を取ることができ、

そのほかのお悩み事をお聞きしたり、各世帯との横の連絡を密にすることが出来ているとご報告をいただいてい

ます。  

また、地域の社会奉仕といたしましては、歳末の助け合い募金を会員にご協力頂き、中部日本放送と中日新聞

社を通じて年間収入が 122 万円以下の相対的貧困者への支援や愛知・岐阜・三重県協同募金会を通じ各県の

児童福祉施設への支援をいたしました。 
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名古屋南ＲＣ 社会奉仕委員長 吉田 哲人 

活動名称 弱者支援と青少年育成事業 

事業分類 福祉 R 財団補助金 地区補助金 

協力団体 伊勢山中学校 吹奏楽部 

 

老人保健施設（名古屋市南区大磯・シルピス大磯）にて伊勢山中学校の吹奏楽部の生徒達に慰問演奏活動の

機会を提供しました。 

この様な機会を提供する事により、普段一般社会と関わりが希薄になるとともに事実上入居施設が終の住処とな

る老人に、社会への関心を持ってもらいながら、生きがいを感じてもらう事が出来たかと思います。 

また、伊勢山中学校吹奏楽部は数々のコンクールで多くの受賞歴を有する全国の中学生の中でも屈指の実力を

持ち、その演奏は誰をも魅了する素晴らしいものであった事も特筆すべきでありました。 

一方、伊勢山中学校の生徒達は吹奏楽部の指導者、父兄の教育が素晴らしく、本来ロータリアンが中心になって

演奏会場の準備をすべきところも自ら率先して活動していた事が印象に残りました。 

名古屋南ロータリークラブのボランティア演奏チーム「サザンシープ」の前座での演奏後、伊勢山中学校吹奏楽

部の生徒達は１時間に及ぶ熱のこもった演奏で多くの施設入居者、施設関係者、地域見学者を感動させました。 

最後にはサプライズで、施設入居者の代表から吹奏楽部のリーダーに花束の贈呈があり、中学生達は自らの慰

問活動が人に感動と感謝の念を与える事にあらためて感慨を深くした様子でした。 

結果的に、施設入居者に外部の多くの人達と関わり、同時に楽しんでもらう事と、伊勢山中学校吹奏楽部の生徒

達には社会奉仕の尊さと、将来の向け社会貢献の志を育んでもらう事ができ、当初の活動目的が十分達成出来

たものと思います。 

その他社会奉仕関連の情報 

名古屋南ロータリークラブでは、毎年継続的に南区内の総合病院にて地域ボランティアとともに病気の子供達に

元気を与える、クリスマス慰問コンサートを開催しております。 
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名古屋みなとＲＣ 社会奉仕委員長 柳澤 講次 

活動名称 「一人はみんなのために、みんなは一人のために」 

事業分類 文化 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

社会奉仕委員会報告 委員長 柳澤 講次君 

会員の皆様からお預かりした歳末助け合い募金を 12 月 9 日、名古屋市福祉基金に寄贈致しました。感謝状を

河村市長より頂きましたので、披露致します。 

又、12月16日(火)名古屋西養護学校で昨年に引き続き音楽会を開催しました。名古屋みなとRCからは12名出

席。 

涂 善祥さん（中国琵琶）矢野留美さん（ソプラノ）、包 金鐘さん(テノール)、大八木麻吏さん（ピアノ）の各氏による

クリスマスミニコンサートを楽しんでもらい、生徒、先生方に大変好評でした。 
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名古屋東南ＲＣ 社会奉仕委員長 兼子 誠吉 

活動名称 特定非営利活動法人「愛・知・みらいフォーラム」への支援 

事業分類 教育 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

「愛・知・みらいフォーラム」への支援について 

 

当クラブによる特定非営利活動法人「愛・知・みらいフォーラム」への支援は、今期が 3年目となる法人は、愛

知県内の中学校・高等学校に、さまざまな分野で活躍されてこられた有識者を講師として派遣し、国際理解教育

の出前授業及び特別講座を実施されています。 

当法人は、2005年愛知県で開催された「愛・地球博（愛知万博）」の際に開催されたシンポジウム「地球平和フ

ォーラム」で示された「21 世紀人類が直面している課題解決のために、市民一人ひとりができることから始めよう」

という呼びかけを実行する第一歩として、2007 年 7 月に設立。 

今後、大きく変貌する世界の中で、未来を担う世代に、自分たちの将来について考えてもらう場を作ることを事

業の核とされています。 

当クラブとしても、青少年育成のための教育に従事されている当法人への協力を続けていけたらと願っていま

す。 

また、2015 年 5 月 13 日例会にて、会員間のご理解とご協力を呼び掛けるため法人の理事長でおられる加藤

延夫氏をお招きし講話を賜る予定をしています。 

 

（参考：フォーラムレポート 2013 年度―国際理解教育出前授業・特別講座報告書－） 
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名古屋中ＲＣ 社会奉仕委員長 安田 照幸 

活動名称  

事業分類  R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

昨年暮れ１２月１日に中消防署を訪問し、備品の贈呈をさせていただき、署長様から感謝状を頂戴し、懇談の時

間を設けていただきました。 

続いて、１２月１７日には会員お一人お一人から寄付していただいた歳末助け合い募金をＣＢＣテレビならびに中

日新聞社にそれぞれ寄付させていただきました。 

そしてさる３月１日の例会の卓話を中警察署長様にお願いし、この場にて中警察署にご使用いただく、備品の贈

呈をさせていただき、感謝状をいただきました。 

本年も長年醸成し、信頼関係を深めてきた中警察署や中消防署のお役に立つ事ができ、次年度に繋げていくこ

とが出来たと考えております。 
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名古屋瑞穂ＲＣ 社会奉仕委員長 近藤 茂弘 

活動名称 緑の防波堤プロジェクト 

事業分類 安全（災害） R 財団補助金 有（地区補助金） 

協力団体 「いのちを守る森の防波堤」推進東北協議会 

 

この事業は仙台空港近くの宮城県岩沼市の太平洋岸にブナ科の広葉樹の苗木を植え、緑の堤防（千年希望

の丘）を作る事業が進められている。 

これにより、津波エネルギーを減衰、分散する丘を 15基つくり、緑の堤防を 10km 整備し、津波がきても浸水し

ない避難地、復興のシンボルとしてメモリアルパークを整備する。  

団体は「いのちを守る森の防波堤」推進東北協議会、公益財団法人瓦礫を活かす森の長城プロジェクトで国内

外企業やロータリークラブなどの団体からの応援寄付金を活用し、千年の希望の丘を整備している。 

当クラブとしては、東北からどんぐりの種を取り寄せ、発育させ、ポット苗を育て、植樹ができる大きさまで育てる。

それを例年 5月末から 6月の初めに東北で行われる植樹祭に持っていき植樹する。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋大須ＲＣ 社会奉仕委員長 松本 哲朗 

活動名称 障がい者が気楽に訪れ、介助犬が活躍できる町・大須 

事業分類 福祉 R 財団補助金 有 地区補助金 

協力団体 大須商店街連盟、（社）日本介助犬協会、後援名古屋市 

 

盲導犬に比べまだ認知度の低い介助犬の活動周知支援。大須地区での介助犬を伴った入店可能な店舗を開

発し情報発信する。それを通じ障がい者の生活支援、地元大須商店街の新しい価値観作り、イメージアップを計

る。 

入店可能な協力店を表すステッカー、ポスター、缶バッジ、ポロシャツの作成。 

日時：９月２５日 13：00-14：30 

場所：大須公園 

参加者：例会変更により会員の大多数、たかくら幼児園児、大須商店街連盟、買い物一般客 

介助犬訓練センタースタッフと介助犬 2頭による介助のデモンストレーション。 

会員による大須商店街の主だった店舗への協力要請とポスターとステッカーの配布。 

その他社会奉仕関連の情報 

1. 音楽による老人介護施設慰問 9 月 7 日 昭和区滝川町 としわ会 

2. 市内 25 社会奉仕委員会支援事業 タケオ君ライブの支援・観賞 10 月 5 日 中電ホール 

3. ワールドフード＋ふれ愛フェスタでの介助犬パネル展示 11 月 1-3 日 

3. 猿投の森作りの会 法人会員デー 参加 11 月 22 日 

4. 大須小学校 3年生を対象に介助犬のデモンストレーション 2 月 9 日 
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名古屋栄ＲＣ 社会奉仕委員長 村瀬 啓方 

活動名称 養護児童施設の子供たちとのふれあい体験プロジェクト 

事業分類 教育 R 財団補助金 有 

協力団体 無 

 

昨年度に引き続き、児童養護施設「名広愛児園」と「南山寮」の児童たちとロータリアンとが交流すべく、ふれあい

体験プロジェクトを青少年奉仕委員会と合同で、2回行った。一回目は、2014 年 10 月 26 日(日)牧歌の里での交

流会。前回は、2施設別々での開催であったが、今回は 2施設合同で、約 100 名の子供たちを牧歌の里に招待

し、当ＲＣﾒﾝﾊﾞｰたちと、昼食のバーべキューやパン作り、スリッパ飛ばし、乳絞りなどを一緒に楽しんだ。 

そして、2 回目は、2014 年 11 月 2日(土)に毎年参加しているチャリティーラン（名古屋 YMCA主催）への参加。

当ＲＣから2チームをエントリーし、「名広愛児園とロータリアンチーム」・「南山寮とロータリアンチーム」として、ロー

タリアンと各施設の子供たち 3名づつ、計 12名が一丸となって参加した。当日には、ランナーだけでなく、応援と

して当ＲＣのメンバーや施設の子供たちもかけつけ、昼食など共にしながら、コミュニケ-ションを楽しんだ。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋名南ＲＣ 社会奉仕委員長 細井 俊男 

活動名称 夢の舞台は叶う 

事業分類 福祉 R 財団補助金 有 地区補助金 

協力団体 無 

 

実施日： ２０１４年７月２２日 

場所：   ナゴヤドーム 

対象：   名古屋養育院、中央有鄰学院、那爛陀学苑の児童・

生徒 

内容：   名古屋養育院、中央有鄰学院、那爛陀学苑の児童・

生徒たちを、ナゴヤドームに招待して練習及び交流

戦を行いました。 

その際、野球経験者による投球指導やバッティング指

導も行いました。 

練習後は、ナゴヤドームのレストランで、ビュッフェ料

理を楽しみながら食事をしてもらいました。 

普段テレビなどで観るだけのナゴヤドームで、子ども

たちはその広さを実感して驚きながらも、とても楽しそ

うに伸び伸びとプレーをしていました。 

 

その他社会奉仕関連の情報 

毎年、３施設の卒院生たちに腕時計の贈呈を行っています。 
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名古屋名駅ＲＣ 社会奉仕委員長 高橋 元 

活動名称 音楽を通じての慰問活動 

事業分類 福祉 R 財団補助金 無 

協力団体 愛知県立名古屋西高等学校合唱部 

 

１．日時：平成 26年 12 月 18 日（木）14 時～15時 

場所：中村区「名楽福祉会館」 

内容：名駅クラブの合唱部「コールカメリア」とウクレレ同好会「オールカメハメハ」の合同演奏による音楽での慰

問活動を実施しました。 

２．日時：平成 27年 2月 7日（土）14 時～15 時 

場所：西区「なごやかハウス名西」 

内容：名駅クラブの合唱部「コールカメリア」と県立名古屋西高等学校の合唱部の合同で歌による慰問活動を

実施しました。 

  ＊尚、いずれの企画も名駅クラブのソングリーダ委員会と社会奉仕委員会で支援しました。 

その他社会奉仕関連の情報 

（1） 当クラブ創立時から継続している独自表彰制度、椿賞（＝創立時のテーマ「名駅から世界へ」をもとに、これ

からの可能性に期待し、社会や人のためにより良い環境創りに努力している個人または、団体を表彰）を創

立記念例会で表彰を予定しています。 

（2） ４～５月に環境保全関係でアサヒビール株式会社（当クラ

ブ会員企業）が環境保全活動として実施している「緑を守り

育てる活動」に参加し、森の清掃・補修を体験することによ

り、環境保全の意識の高揚を図る予定です。 
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名古屋丸の内ＲＣ 社会奉仕委員長 若原 正幸 

活動名称 

メイクアウィッシュオブジャパンの活動支援 

愛知県立名古屋聾学校への支援 

障害者自立への支援 

事業分類 福祉 R 財団補助金 
無（名古屋市内25RC社会奉仕より補助金を頂いてお

ります） 

協力団体 無 

 

１．病気の子供の夢を叶えるメイクアウィッシュオブジャパンの活動に協賛し、社会奉仕委員会より１０万円と、チャ

リティ例会を開催してその収益金１５万円を寄付した。（１月 15 日） 

２．愛知県立名古屋聾学校へ「レーザー加工機」を寄付した。これは金額の 1520,000 円のうち、40 万円を名古屋

市内 25RC 社会奉仕事業より支援していただいたことにより実行できました。（３月６日） 

３．会員から古本回収にご協力頂き、障害者の自立を目指し就業移行支援活動を行う施設に寄付をする予定で

す。（４月 23 日） 

 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

中部名古屋みらいＲＣ 社会奉仕委員長 伊藤 正樹 

活動名称 該当なし 

事業分類  R 財団補助金  

協力団体  

 

 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



第2760地区

東名古屋分区
ガバナー補佐

松野　一彦

名古屋北ロータリークラブ ・・・ P ５１

名古屋守山ロータリークラブ ・・・ P ５２

名古屋名北ロータリークラブ ・・・ P ５３

名古屋千種ロータリークラブ ・・・ P ５４

名古屋昭和ロータリークラブ ・・・ P ５５

名古屋錦ロータリークラブ ・・・ P ５６

名古屋東山ロータリークラブ ・・・ P ５７

名古屋葵ロータリークラブ ・・・ P ５８



 

 

名古屋北ＲＣ 社会奉仕委員長 渡邊 嘉昭 

活動名称 
Ａ．慈友学園生徒との自然体験活動 

Ｂ．「いのちの電話」広報活動 

事業分類 Ａ．環境、教育  Ｂ．福祉 R 財団補助金 Ａ．無  Ｂ．有（地区補助金） 

協力団体 Ａ．ＮＰＯ法人 水と緑を愛する会  Ｂ．社会福祉法人 愛知いのちの電話協会 

 

Ａ．慈友学園の子供たちとの自然体験活動  

 ２０１４年８月２日（土）、児童養護施設「慈友学園」の子供達２

３名を「根の上高原」へ招き、ＮＰＯ法人「水とみどりを愛する会」

や「中電フォレスター」の人々の支援を得て、森林の大切さを

学ぶ「間伐体験」を実施しました。 

 子供達とロータリアンは、「中電フォレスター」から、「森を守る

間伐の大切さ」、「安全な行動」を教えて頂き、ヘルメットを被っ

て森へ入り、実際に「間伐」を体験しました。 

 また、昼食では子供達が、ドラム缶の窯でピザを焼き、五平

餅やフランクフルトを焼いて食べるなど、大いに楽しみました。

その他、スイカ割りや森の散策、ボート遊びなどを皆で一緒に

体験し、子供たちが、人と人との繋がりの大切さも学びました。 

 

Ｂ．「いのちの電話」の広報活動 

 ２０１４年８月には、「いのちの電話」の活動を伝える広報冊子

（１万部）の製作費を支援しました。 

 また、２０１４年９月１０日（木）には、ＪＲ名古屋駅前で展開された「自殺予防キャンペーン」へロータリアン２３名が

参加し、多くの人へチラシを手渡して、命の大切さを訴えるとともに、９月５日（金）の例会へ、「いのちの電話協会・

事務局長」を招いて、「いのちの電話」の活動についてお話を聞き、活動について理解を深めました。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋守山ＲＣ 社会奉仕委員長 田中 友次 

活動名称  

事業分類 福祉・教育 R 財団補助金 有り（虐待児童支援事業） 

協力団体 無 

 

・平成 26 年 11 月 

平成26年度「赤い羽根共同募金運動」に賛同し、守山区社会福祉協議会を通じて20,000円を寄付しまし

た。これは、単に赤い羽根募金をしただけではなく、守山区社会福祉協議会とのコミュニケーション維持の

目的もあります。 

・平成 27年 1月 4 日～5日  

「社会福祉法人和進奉仕会 児童養護施設 和進館児童ホーム」の年末年始に家庭に外泊等で帰ること

のできない児童 16 名を対象に、豊川稲荷とラグーナ蒲郡に 1泊 2日の旅行を実施しました。 

昨今年末年始を家庭で過ごせない児童が増加傾向にあり、その児童たちに寂しい思いをさせないため、

そして正月の楽しい思い出作りのために、地区補助金（191,046 円）をいただいて実施しました。 

・平成 27年 6 月 

守山警察署の署長及び優良職員を例会に招き、表彰をさせていただきます。 

目的は、守山警察署の士気の向上及び、守山警察署とのコミュニケーション維持です。 

（参考：次年度は守山消防署の職員表彰です） 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋名北ＲＣ 社会奉仕委員長 近藤 朗 

活動名称  

事業分類  R 財団補助金 無 

協力団体  

 

1. 優良警察官の表彰（愛知県北警察署）。 

2. 北区暴力追放協議会への協力（賛助金）。 

3. 北区子ども会育成連絡協議会への協力（名古屋名北 RC 賞）。… 2015 年 4 月頃実施予定 

4. 市内 25RC の共同事業への参加及び事業提案が承認。… 提案先：社会福祉法人 名肢会  

サンホープ名古屋 

5. CBC チャリティ募金への協力。 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋千種ＲＣ 社会奉仕委員長 吉田 玄 

活動名称 

・東山動物園アニマルトークサポートプロジェクト 

・ひとり親家庭の子どもたち及び親の自立支援事業 

・年末チャリティ募金 

・警察消防東山公園の優良職員表彰 

事業分類 福祉・文化・地域 R 財団補助金 地区補助金 

協力団体  

 

・東山動物園アニマルトークサポートプロジェクト 

アニマルトーク活動を支援するための拡声装置

寄付 

 

 

 

・ひとり親家庭の子どもたち及び親の自立支援事業 

名古屋市内 25RC社会奉仕委員会の資金を利

用した NPOあったかハウスへの支援 

・年末チャリティ募金 

中日新聞社会事業団を通じての年末募金 

 

 

・警察消防東山公園の優良職員表彰 

千種警察署・千種消防署・東山公園に対する優

良職員表彰式 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋昭和ＲＣ 社会奉仕委員長 柴田 義介 

活動名称 いつでも どこでも ロータリーの心を 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 川名公園森づくり隊 

 

１．年度前に昭和区役所にて、地域発展・環境のための活動をどう実践するか「トーク・イン・ショウワ」を開催いた

しました。 

２．年末家族懇親会においてチャリティー募金をして、中日新聞社社会事業団を訪問し、寄付をいたしました。 

３．川名公園（昭和区内）の環境学習の森に、6 年程前に当クラブの例会で苗木を植樹しました。 

その苗木の育成・管理を「川名公園森づくり隊」と協力して、実施・継続してきましたが、80ｃｍ位であった苗木

も現在 6～7ｍほどになり密集した状態になっております。 

このままでは樹木が成長しないので、「間引き」が必要となります。 

当クラブとしてそれにどのように関与するかを昭和区役所まちづくり推進室と協議しているところであります。 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋錦ＲＣ 社会奉仕委員長 寺西 正 

活動名称 環境保全と青少年育成 

事業分類 環境、教育 R 財団補助金 ロータリー財団、新地区補助金 

協力団体 区政委員、老人会、ＰＴＡ 

 

＜都市部と山間部の小学生による合同体験学習＞ 

環境問題の重要性が重視される現代において、多感な小学生にとって田植え、稲刈り、そして合同授業、また

地域探索活動を通じ、農業の大切さ、経過の苦労を認識し、感謝の気持ちを育む事に役に立つ。また、都市部と

山間部の小学生の新たな交流関係、友情を育む事に役に立つ。 

今回は広島からの被爆樹木を互いの学校に植樹し、平和の尊さの教育に役立つ事になる。 

我々ロータリーの事業が学校の恒例の活動、そして授業にまでなった事に誇りを持つ。また、地域の協力団体、

ＰＴＡの協力のもと、ロータリー活動の認識を深めるに至っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他社会奉仕関連の情報 

自然の大切さの認識のためのビオトープ（とんぼ池）の寄贈。 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋東山ＲＣ 社会奉仕委員長 中島 譲治 （なかしま じょうじ） 

活動名称  

事業分類 文化・福祉・環境 R 財団補助金 地区補助金活用 （日本介助犬協会へ） 

協力団体 愛知池友の会／ＡＪＵ車いすセンター 

 

① 市内 25RC社会奉仕資金による活動（30 万円）・・・東山動物園への音響機材寄贈 

② ＲＣＣ（13 万円）・・・ 愛知池友の会 支援（5 万円） 

 ＡＪＵ車いすセンター（5万円） 

 「桜まつり」開催協力（3 万円） 

③ 地区補助金による活動（地区より 418,506 円＋クラブ 301,494 円＝72 万円）・・・日本介助犬協会への支援 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

名古屋葵ＲＣ 社会奉仕委員長 藤田 義明 

活動名称 地域に密着した奉仕活動 

事業分類 教育 R 財団補助金 有 （青少年育成事業） 

協力団体 無 

 

①東区区民祭り 

区民祭りに参加した小中学生とゲーム形式で建中寺の由来等の歴史を紹介 

         

②東区天王祭り 

蓬左文庫の歴史的由来を記述した団扇を配布 

 

その他社会奉仕関連の情報 

ＣＡＰＮＡ（子供の虐待防止ネットワークあいち）への協力 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



第2760地区

東三河分区
ガバナー補佐

中島　忠幸

蒲郡ロータリークラブ  ・・・ P ６０

豊橋北ロータリークラブ１ ・・・ P ６１

豊橋北ロータリークラブ２ ・・・ P ６３

豊川ロータリークラブ  ・・・ P ６５

田原ロータリークラブ  ・・・ P ６６

豊橋南ロータリークラブ  ・・・ P ６８

新城ロータリークラブ  ・・・ P ６９

奥三河ロータリークラブ  ・・・ P ７０

豊川宝飯ロータリークラブ ・・・ P ７１

豊橋ゴールデンロータリークラブ ・・・ P ７２

田原パシフィックロータリークラブ ・・・ P ７３

豊橋東ロータリークラブ  ・・・ P ７４



 

 

蒲郡ＲＣ 社会奉仕委員長 藤田 卓郎 

活動名称 稚あゆの放流 

事業分類  R 財団補助金 無 

協力団体 愛知県立三谷水産高等学校 

 

当クラブでは、蒲郡市内を流れる河川、西田川は春になると孵化したアユの稚魚が三河湾か遡上し、川面を

にぎやかにしていた頃の自然を取り戻そうと１２年前から鮎の稚魚放流事業を行っております。 

放流事業に当たり、市内の三谷水産高等学校の先生方・生徒の皆さんには鮎の孵化活動、市内の三谷・三

谷東・竹島の三校小学校の生徒には鮎の放流活動のご協力を頂いています。 

当クラブでは、この放流事業により子供たちが活動に参加し、以前の西田川に戻ることを願って継続事業とし

ております。 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

豊橋北ＲＣ 社会奉仕委員長 岡本 道子 

活動名称 知的障害児特別支援学校への記念植樹 

事業分類 福祉・教育 R 財団補助金 有 

協力団体 豊橋市 

 

 地区補助金を活用して、2015 年 4 月開校の「豊橋市立くすのき特別支援学校」へ、豊橋市の木でもあり、学校

名の由来でもある“クスノキ”を寄贈しました。この木と共に子供たちがすくすくと成長してほしいとの願いを込めて、

植樹を行いました。 

今年度中に、同校において、当クラブの伝統行事である５３０例会として児童・保護者とともに行う清掃活動、及び

音楽会を予定しています。 

【その他の事業】 

卓話例会の開催 

１．演題：「新たな社会奉仕を考える（ＲＣＣの提唱）」 

講師：古澤功三会員（地区社会奉仕委員会委員） 

２．演題「えぇじゃないか 豊橋サイクルフェステバル開催による地域活性化」 

講師：佐藤元英会員 

３．演題：「地域活性化を考える」 

講師：株式会社うちうら 代表取締役内浦有美氏 

４．演題：「全身の健康は歯の健康から」（仮題） 

講師：山本光人会員 

 

 

  

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 ２０１４－１５年度 

 

 



 

 

豊橋北ＲＣ 環境保全委員長 櫻井 正 

活動名称  

事業分類 環境・健康 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

環境保全委員会では、会長の方針である「心と体のスーパーヘルスをめざした奉仕の継続」を実践するために、

会員が自らの健康増進に取り組むとともに、私たちを取り巻く様々な環境にも目を向けていくことを目的に、以下

の５回の担当例会を開催します。（第４回例会まで実施済） 

大学教授、参議院議員、事業家などのバラエティに富んだ講師をお招きし、それぞれの立場から課題の解決に

向けて行われている具体的な取組みについて講演をいただいています。毎回、質疑応答なども行われ、中身の

濃い例会となっています。 

第１回例会（７月 22 日） 「日本のエネルギー政策と愛知県の産業政策」 

第２回例会（９月 16 日） 「現代の間違いだらけの住宅づくり」 

第３回例会（10 月 28 日） 「大規模メガソーラー発電事業、田原メガソーラー」 

第４回例会（１月 27 日） 「広域・農商工観・産学官民連携によるバイオマスパーク構想」 

第５回例会（４月 14 日） 「環境にやさしい乗り物 市電の効用」（予定） 

 

  

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 ２０１４－１５年度 

 

 



 

 

豊川ＲＣ 社会奉仕委員長 清水 宏臣 

活動名称 

１．赤い羽根共同募金への協力 

２．青少年文化育成事業 

３．地区ロータリーデーへのパネル展示 

事業分類 福祉・スポーツ他 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

１．赤い羽根共同募金への協力 

・平成 26 年度愛知県共同募金豊川市支会に出席 

・12 月例会において歳末共同募金への協力を行う。7万円を贈呈。3月愛知県共同募金会より感謝状を授与

されることになっている。 

２．青少年文化育成事業 

主旨：三河国一宮砥鹿神社で行われる例祭奉納少年少女剣道大会、中学校・高等学校弓道大会を支援し、

青少年の健全な育成に寄与する。 

実施日：平成 27年 5月 5日 

場所：三河国一宮砥鹿神社 

内容：豊川ロータリー賞として、賞状 6枚・メダル 22個の授与 

３．地区ロータリーデーへのパネル展示 

・地区の要請により第 2回WFF開催に際し、クラブ社会奉仕活動として中部小学校に寄贈した耕運機の農園

作業のパネルを展示 

その他社会奉仕関連の情報 

被災高校生支援（3年間で 396,000 円支援） 

広島豪雨災害義捐金に協力 

ロータリー希望の風奨学金への支援金に協力 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

田原ＲＣ 社会奉仕委員長 別所 淳二 

活動名称 特に無し 

事業分類 環境・健康 R 財団補助金 地区補助金有り 

協力団体 無 

 

蔵王山登山道階段設置事業 

蔵王山は田原市の中心市街地に隣接し、山裾は里山として、又、頂上には展望施設が整備されいる。山道を毎

日登山し、健康管理をされている方々が増加すると同時に、市内外から多くの小学生が自然観察におとずれ、年

間 50,000人が登山道を利用しています。しかし台風等で登山道が荒れてしまい、安全性問題がとなっていました。 

 そこで 2760 地区の地区補助金を活用し、登山道をより安全に利用出来るように階段の設置を行いました。重機

の進入が不可能な場所のため、資材の搬入はロータリアンが行い、設置作業は専門業者に依頼し 120 段の階段

が新設されました。 

急な坂道に階段が出来たことにより、体力弱者にも安心して登山が可能になり、より多くの方々が山の自然を享

受出来るようになりました。  

〇 事業費 500,000 円(税込み) 内地区補助金 235,722 円 

〇 実施日 平成２６年８月３日 出席ロータリアン ３０名 

その他社会奉仕関連の情報 

〇 ４月１６日に早朝例会として「権現の森（田原市を代表する里山）」の清掃活動を行います。 

【RC 作業例会風景】  2014.8.3 

   
 ①階段資材 段木：120 本 杭：240 本              ②挨拶、作業説明

   
 ③資材を会員が登山道へ搬入(人力)               ④階段設置場所へ資材
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 ⑤設置作業                                    ⑥例会終了時の写真

※残りの設置作業は業者委託により、８月８日(金)に 120 段全てが完成した。 

【完成写真】  工事前：2014.7.12   →   完成：2014.8.21 に撮影 

   
                 工事前                →                  完 成 

   
                 工事前                →                  完 成 

   
                 工事前                →                  完 成 
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豊橋南ＲＣ 社会奉仕委員長 田中 宏明 

活動名称 市内の全保育園、幼稚園に絵本を寄贈する 

事業分類 教育 R 財団補助金 2014-2015 年度地区補助金 ※現在未実施 

協力団体 無 

 

現在、離婚家庭で母子家庭・父子家庭となった子供たちは、大変多くなっている。 

豊橋市内の保育園・幼稚園にもこのような子たちが多く通園していると思われる。 

絵本「ココ、きみのせいじゃない」（はなれてくらすことになるﾏﾏとパパと子どものための絵本） 

を市内の８３の幼稚園・保育園に寄贈させていただく。 

両親の離婚ということで、いろいろな苦しみや問題をかかえる幼児が増加している中で、小さい幼児にもわかりや

すく、又大人にとっても一読の価値のある「子どもと親が離婚を乗り越えるのをサポートする本」（副題）を市内の幼、

保育園に寄贈させていただくことは、市民の皆さんの福祉の向上につながると考える。 

その他社会奉仕関連の情報 

Ｈ２７ ３月１６日 ： クラブフォーラム 

             桜丘学園「震災の復興支援活動」 

             ～学園が取り組み続けている実践の社会奉仕活動について～ 

             学校法人桜丘学園 川原 元則 氏 
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新城ＲＣ 社会奉仕委員長 星川 和伸 

活動名称  

事業分類  R 財団補助金 無 

協力団体 新城市主宰 

 

2015 年 3月 13 日（金） 道の駅「もっくる新城」植樹祭 

実施日：平成 27年 3月 13 日（金） ９：００～１０：００ （予定） 

参加者：ロータリーメンバー 約２６名を含む約１００人 （予定） 

場所：道の駅「もっくる新城」 

ロータリーが贈呈した苗木９本を地元子供園の子供達と共同で植樹する予定です。 
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奥三河ＲＣ 社会奉仕委員長 三崎 敦 

活動名称 530 運動・マイ箸運動 

事業分類 環境保全 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

* 530 運動は毎年実施 

 

* 例会場ではマイ箸を持参しています。 

 

（写真の添付はありませんのでよろしくお願い致します。） 
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豊川宝飯ＲＣ 社会奉仕委員長 大島 嗣雄（ｵｵｼﾏ ﾂｸﾞｵ） 

活動名称 地域のお祭り「おいでん祭」でﾛｰﾀﾘﾃﾞｰの実施 

事業分類 健康 R 財団補助金 無 

協力団体 豊川市「おいでん祭」実行委員会 

 

未実施 
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豊橋ゴールデンＲＣ 社会奉仕委員長 廣濱 成一 

活動名称 地域活性された成功事例から地域コミュニティを学ぶ 

事業分類  R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

平成 26 年 9 月 5 日 社会奉仕担当例会 

 例会趣旨：地域活性された成功事例から地域コミュニティーを学ぶ 

 内容  ：「地域密着」を理念とするプロバスケットボールＢＪリーグに参戦している 

        「浜松東三河フェニックス」に地域貢献活動からみた地域コミュニティについての卓話 

 卓話者 ：「浜松東三河フェニックス 浜武恭生 球団社長」 

       ・社会福祉事業への積極的な参加事例・街のにぎわいづくり等への積極的参加事例等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 9 月 12 日 社会奉仕フォーラム 

 例会趣旨：地域社会の活性に繋がる地域コミュニティについて討議する。 

 内容  ：地域コミュニティの現状と活動を知り、課題点を探る。 

       またロータリアンとして地域に何が出来るかをグループディスカッションする。 

その他社会奉仕関連の情報 

平成 26 年 10 月 5 日 豊橋善意銀行 50 周年「フェニックス公式試合」冠試合への協賛 

 内容  ：地域の障がい者の方達にプロスポーツを生観戦いただけるよう、ゴールポスト後ろに 

         車イス対応特別席を 34席をロータリークラブよりチケット協賛 

 取材  ：中日新聞社・東愛知新聞社・東日新聞社 
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田原パシフィックＲＣ 社会奉仕委員長 河合 繁樹 

活動名称 表浜ブルーウォーク活動支援 

事業分類 環境 R 財団補助金 地区補助金 

協力団体 ・NPO 虹のとびら“表浜ブルーウォーク”  ・児童養護施設 赤羽根学園 

 

「表浜ブルーウォーク」とは、 

NPO法人「虹のとびら」による、大学生を中心とした表浜海岸清掃プロジェクトで、アカウミガメが産卵に訪れる自

然豊かで、貴重な表浜海岸を清掃しながら環境問題を考えよう！というものです。 

開催期間中(8/14～8/17)は、表浜ブルーウォーク参加者、田原パシフィック RC、赤羽根学園等から、約３５０人が

参加し、豊橋市域及び田原市域の表浜海岸線を清掃しました。 

回収したゴミの総量は１トンを超えました。 

これをきっかけに、園児から大人まで「自然環境」について考え、今後も自然豊かな渥美半島にアカウミガメが訪

れることを望んでいます。 
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豊橋東ＲＣ 社会奉仕委員長 鈴木 雅晶 

活動名称 出愛・ふれ愛・感じ愛 

事業分類 安全(災害) R 財団補助金 有 新地区補助金 

協力団体 学校法人桜丘学園桜丘高校   一般社団法人ＫＲＡ 

 

東日本大震災の被災地である気仙沼市大島に東三河の高校生 120 余名とバスで共に赴き、海岸清掃ならびに

仮設住宅・介護施設を訪問する等、実際に被災者との触れ合う事に重点を置いた復興協力活動を行いました。

また、東三河伝統文化である手筒花火と気仙沼大島の伝統文化である美和太鼓のコラボレーションを披露し地

元住民との文化交流を行いました。キャンプ場にて昼食のカレーの調理、地元の料理である｢ほうろぎばっと｣の

調理を地元の方と協力して行いました。「今後の復興協力活動について」と云うテーマで被災者の方に当時の実

際の被害状況を話して頂き、意見交換会をするなどして被災者の方と東三河の高校生の絆を深める事が出来ま

した。被災地訪問の締め括りとして復幸商店街で買い物を行いました。また後日、豊橋にて参加高校生による本

事業についての反省会・意見交換会を行い復興協力活動の重要性の再認識と防災に関する意識の高揚を促す

事が出来ました。 
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第2760地区

西三河中分区
ガバナー補佐

桐渕　利次

岡崎ロータリークラブ  ・・・ P ７７

豊田ロータリークラブ  ・・・ P ７８

岡崎南ロータリークラブ  ・・・ P ７９

豊田西ロータリークラブ  ・・・ P ８０

岡崎東ロータリークラブ１ ・・・ P ８１

岡崎東ロータリークラブ２ ・・・ P ８２

豊田東ロータリークラブ１ ・・・ P ８３

豊田東ロータリークラブ２ ・・・ P ８４

岡崎城南ロータリークラブ ・・・ P ８５

豊田三好ロータリークラブ ・・・ P ８６

豊田中ロータリークラブ  ・・・ P ８７



 

 

岡崎ＲＣ 社会奉仕委員長 杉浦 健太郎 

活動名称 菅生川草刈一斉清掃奉仕 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 菅生川を美しくする会（主催） 

 

毎年９月の第一日曜日の早朝より「菅生川を美しくする会」の主催による、菅生川草刈一斉清掃が行われていま

す。各種団体、事業所等、合計３７団体、約２０００名参加の環境美化活動です。 

昭和４１年以降、乙川（菅生川）流域の住民によって清掃活動が毎年開催され、昭和４８年に流域６学区の住民に

よって「菅生川を美しくする会」が結成され、菅生川の自然環境の保全を行ってきました。こうした公共性の高い活

動を会が今後も実施できるようにと、行政が事業協力をすることとなり、現在は一斉清掃の補助や助成金の支援も

されています。 

岡崎市の中央を流れる清流とその沿岸を守り育て、いつまでも変わらずに美しい景観を保つために、岡崎ロータ

リークラブも毎年参加しています。 
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豊田ＲＣ 社会奉仕委員長 新井 利和 

活動名称 安全・安心な街づくりへの貢献 

事業分類 スポーツ・安全(災害) R 財団補助金 無 

協力団体 豊田市社会福祉協議会、豊田市交通安全市民会議 

 

車の町豊田市は、公共交通機関の利用より自家用車の利用が多く、会社への通勤は殆どの人が車です。 

又、トヨタカレンダーに沿った休日も車であふれ、幹線道路の渋滞も多く、交通事故も多い街です。 

そんな中、豊田ロータリークラブとして、交通安全立哨に参加してまいりました。 

 

平成２６年９月２２日(月) ７：３０ａｍ～８：００ａｍ 

秋の交通安全運動：国道２４８号 

３，０００人大立哨に参加 

平成２６年１２月２日（火）７：３０ａｍ～８：１５ａｍ 

年末交通安全立哨に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちが元気に遊べる環境作りの一環として、豊田市内の年長児約７００名参加の『キッズサッカーフェスティ

バル』に豊田ロータリークラブ会長と社会奉仕委員長として参加し、開会式にて子供たちにエールを送る挨拶をし、

豊田市長のキックオフにより大いに盛り上がりました。 

豊田市には豊田スタジアムが有り、芝生を入れ替えるこの時期に行っております、今回で８回目となりました。又

豊田市サッカー協会 キッズ委員会に対し、豊田ロータリークラブから１０万円の寄付をしております。子供たちが

元気にサッカーボールを蹴る姿は本当に良いですね、ましてや豊田スタジアムで。 
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岡崎南ＲＣ 社会奉仕委員長 牧野 嗣弘 （社会奉仕担当理事） 

活動名称 
自然科学研究機構岡崎三研究所との交流会 

福島のみんなあそびにおいでんプロジェクト 

事業分類 環境、文化、教育 R 財団補助金 有 

協力団体 あそびにおいでんプロジェクト実行委員会 

 

当クラブの社会奉仕活動としては、大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 岡崎三研究所（基礎生物学研

究所・生理学研究所・分子科学研究所）への支援・交流を行っております。外国人の方を含む研究員の皆様とそ

のご家族、職員の方々を招いての懇親バーベキューパーティーを毎年行っています。本年度は平成２７年６月９

日に予定しており、当クラブが支援している岡崎市立美合小学校が放流したホタルの見学会を一緒に行います。

また、本年度より例会に岡崎三研究所の若手研究員を招き卓話をして頂きます。 

創立５０周年記念事業として行った、「遊びにおいでんプロジェクト」を本年度も行いました。これは、原発問題に

より、なかなか外で遊ぶことのできない福島の子供たちを岡崎市に招き、思いっきり遊んでもらうというものです。

今回は地元幼稚園児との交流会、剣道クラブの交流試合やバーベキューを行い大変喜んで頂きました。 

その他社会奉仕関連の情報 

・生田蛍の保護・育成活動を行っている岡崎市立美合小学校のへの援助と、校長先生、ホタル部顧問の先生を

卓話者に招いての「ホタル例会」の開催。 

・岡崎市の中心部を流れる菅生川の一斉草刈清掃活動への参加。 

・岡崎 4ＲＣ合同で行う「おおだの森」の保全活動に参加。 
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豊田西ＲＣ 社会奉仕委員長 小野 政秀  環境保全委員長 梅村 昌彦 

活動名称 
社会奉仕委員会 例会及び諸団体事業の活動内容 

環境保全委員会 例会予定 

事業分類 
社会奉仕委員会 福祉・環境・安全 

環境保全委員会 文化 
R 財団補助金 

有。（他委員会担当） 

RCC「子ども歌舞伎支援」 

協力団体 豊田市社会福祉協議会 

 

社会奉仕委員会 

① 豊田市長 太田 稔彦 様 

  「社会奉仕活動と行政について」 

  （ 03/02 (日) 13：00 ～ 13：30 ） 

 

 

 

② 「災害復興支援ボランティアネットワーク」 

   研修会 参画 

  （ 02/07 (土) 10：00 ～ 15：00 ） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 豊田市交通安全市民大会 出席 

  （ 01/31 (土) 13：00 ～ 15：30 ） 

④ 豊田市地域福祉計画会議 参画 

  （ 12/25 (木) 09：30 ～ 11：00 ） 

 

環境保全委員会 

  5 月 11 日(月) クラブフォーラム予定  

  八幡神社松平東照宮 宮司  大河原 鍈基 氏 

  演題「徳川家康公薨去四百年」 
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岡崎東ＲＣ 社会奉仕委員長 坂野弘 

活動名称 岡崎平和学園＆岡崎東ロータリークラブ「いも掘り収穫体験」（ロータリーデー） 

事業分類 福祉・教育 R 財団補助金 無 

協力団体 NPO 法人岡崎農遊会、岡崎ローターアクトクラブ 

 

実施日 2014 年 10 月 26 日（日） 

場所 岡崎農遊会農場 

参加者 岡崎平和学園（親元を離れて過ごす、幼稚園年長者～小学生、中学生、高校生）の 40 名位と、その職

員、ボランティア、ローターアクト会員、ロータリーのファミリー合計 80 名ほどで開催 

親元を離れて生活している平和学園の子供たちと「いも掘り収穫体験」を通じてふれあい、ロータリーを広めるとい

う主旨を実行できました。 

当日初めは小ぶりの雨がふることもあったのですが、いも掘りが始まってからは雨もやみ、子供たちの大きな歓声

と共に、楽しい時間を過ごせました。 

大物賞を 7位まで出したのですが、その重さの計測に子供たちがいもを持ってくる生き生きとした顔を見て、今回

のロータリーデーの成功を確信すると同時に、開催してよかったと思いました。 

岡崎平和学園の園長さんより、子供たちの外でのふれ合いの場を設けていただき、大変感謝されました。また、

後日、子供たちが B紙に「お芋おいしかったです。」などの感想を書いたものをいただき、子供たちの心にも残る

経験を出来た事を誇らしくも感じました。 
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岡崎東ＲＣ 社会奉仕委員長 坂野 弘 

活動名称 おおだの森環境保全活動 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 岡崎ＲＣ、岡崎南ＲＣ、岡崎城南ＲＣ、岡崎ＲＡＣ 

 

当委員会では地域の環境調査の支援、改善を目的として活動してます。 

事業内容として河合中学ゲンジボタル育成の助成、形埜小学校水質検査活動への助成、おおだの森環境保全

活動をこなしています。 

「おおだの森環境保全活動報告」 

実施日 ２０１４年 １０月１２日（日） 

参加者 岡崎ＲＣ，岡崎南ＲＣ，岡崎城南ＲＣ，岡崎東ＲＣ 岡崎ＲＡＣ  

おおだの森環境保護活動は台風の心配もありましたが無事開催する事ができました。 

参加者２３名、4 ロータリークラブの合同作業で草刈、木の幹の保護など行いおおだの森の環境保護に努めまし

た。 

参加者の会員の皆様には怪我もなく無事作業を終える事ができました。 

今後多くの方におおだの森に足を運んで頂き散策を楽しんで頂く事が活動の継続につながると思いました。 

 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

豊田東ＲＣ 社会奉仕委員長 近藤 英人 

活動名称 「都市と郊外と結ぶ、人と木」 

事業分類 環境 R 財団補助金 無 

協力団体 豊田森林組合 

 

２０１４年１０月８日（水）例会 

ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ「社会奉仕」の社会奉仕委員会担当例会にて講演をしていただきました。 

 

 ・都市の木質化のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・名古屋錦２丁目まちづくり協議会を立ち上げ勉強会をしたり、地元豊田市の木材を

利用し、ストリートウッドデッキを設置、都市の木材が増える活動・山も健全になる取組みをしているメンバーの方 

 

    《講師》  豊田森林組合 山田政和氏  演題 「都市の木質化」 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

豊田東ＲＣ 環境保全委員会 川本常敬・（会長・幹事） 

活動名称 「徳川家康公４００年祭記念大会式典」参加例会 

事業分類 文化 R 財団補助金 無 

協力団体 徳川家康公 400 年祭記念大会実行委員会 (豊田商工会議所) 

 

※当ｸﾗﾌﾞ鈴木英治会長は家康公４００年祭の実行委員長を務めております。 

 

◇2015 年 4 月 11 日（水）祝・家康公４００年式年祭に参加する例会 

  豊田東ロータリークラブの地元であります、徳川の郷(さと)松平に松平東照宮がございます。 

  今年は家康公の没後 400 年祭を迎え記念の式典が 4/11 に開催されます。当クラブも創立 35 周年を迎え

るにあたり、２６５年の長い平和な時代の基礎づくりをした家康公を偲びつつ、式典に参加するとともに歴史と自然

の里にひたり、いにしえの時代を振り返る例会を企画しております。 

 

  《4/11 スケジュール》 

    13：30 松平東照宮 家康公 400 年祭記念大会式典の参列受付 

    14：00 豊田東ロータリークラブ集合写真 

    14：30 ファンファーレとともに式典開始 

         記念植樹 

    15：30 例会終了 以下自由参加 

    16：30 お水取り神事 

    19：00 手筒花火 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

岡崎城南ＲＣ 社会奉仕委員長 山本 信一 

活動名称 環境教育賞表彰の実績 

事業分類 環境教育 R 財団補助金 無 

協力団体 岡崎市教育委員会 

 

岡崎市内の小中学校が継続的に行われている環境教育活動の中から小学校部門、中学校部門それぞれ1校ず

つ優れた環境教育活動を選定し表彰致しました。 

 

１． 表彰校  岡崎市立六ッ美中部小学校 

※選定理由 

・ＥＳＤにかかわる市の研究委嘱を受け、平成 25年に研

究発表を行った。環境プログラムを活用した環境教育を

推進している。 

・地域講師が授業・行事へも参加し、継続して環境学習

を進めている。 

 

 

 

 

 

２． 表彰校  岡崎市立東海中学校 

※選定理由 

・愛知県の絶滅危惧種に指定されているカワバタモロ

コの保護繁殖活動を進めており、平成 25年に県野生

生物保護実績発表大会に参加した。 

・環境学習において、地域の方をゲストティーチャーと

して招聘し、地域に根ざした学びを展開している。 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

豊田三好ＲＣ 社会奉仕委員長 鈴木玉機 

活動名称 社会福祉法人あゆみ会のあゆみ祭に協力 

事業分類 （人間尊重）福祉 R 財団補助金 無 

協力団体 豊田広域ローターアクトクラブ・愛知中央青年会議所 

 

２０１４年１１月８日（土）に開催された社会福祉法人あゆみ会主催の「あゆみ祭」に例会扱いで参加、協力しました。

瀬戸焼きそばの売店を担当し、豊田広域ローターアクトクラブの協力も得て、完売しました。当委員会は、人間尊

重活動の一環としてあゆみ会に協力。そして、環境保全活動としまして２０１５年５月２５日（月）に当クラブ例会場

があります、保田ヶ池公園のゴミ拾いを実施します。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

豊田中ＲＣ 社会奉仕委員長 梅村 和伸 

活動名称  

事業分類  R 財団補助金 無 

協力団体  

 

特にありません 
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 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



第2760地区

西三河分区
ガバナー補佐

黒田　勝基

刈谷ロータリークラブ  ・・・ P ８９

安城ロータリークラブ  ・・・ P ９０

西尾ロータリークラブ  ・・・ P ９１

碧南ロータリークラブ  ・・・ P ９３

西尾一色ロータリークラブ ・・・ P ９４

高浜ロータリークラブ  ・・・ P ９５

知立ロータリークラブ  ・・・ P ９６

西尾KIRARAロータリークラブ ・・・ P ９７

三河安城ロータリークラブ ・・・ P ９８



 

 

刈谷ＲＣ 社会奉仕委員長 神野 公秀 

活動名称 学校訪問コンサート（３年計画の１年目） 

事業分類 教育 R 財団補助金 無 

協力団体 刈谷音楽協会・刈谷市総合文化センター（ＫＣＳＮ共同事業体） 

 

５か年計画で、刈谷市内の小学校（全１５校を１年に３校ずつ）を訪問して、クラシック音楽のコンサートを行ない、

昨年度で刈谷市内の全１５校を回りきることが出来ました。 

本年度より、刈谷市総合文化センターのご協力も得て、１年に５校ずつの訪問が可能になり、３か年計画で２周り

目の学校訪問コンサートを始めました。 

事業の目的は、普段クラシックの生演奏を聴く機会の少ない、小学校の児童に生演奏を聴いてもらうことにより、

感性を磨く場を提供する。また、これを機会に自ら楽器演奏や声楽を学ぼうとする児童へのきっかけを提供する。

さらに、刈谷音楽協会の奏者の皆さんに発表の場を提供することなどである。 

ロータリークラブは、双方の橋渡しをする役割となり、児童や先生また、音楽協会会員に大変好評であった。学校

によっては、父兄が参加されることもあり、父兄にも喜んでいただけたと思う。 

５月１１日の社会奉仕委員会の担当例会において、会員各位への報告を兼ねて刈谷音楽協会の皆さんによる、ミ

ニコンサートを開催する予定である。 

その他社会奉仕関連の情報 

刈谷図書館に毎年書籍購入代金として、寄付を継続しており、「ロータリー文庫」のコーナーを設けていただいて

いる。今年度は、５月１１日の例会で寄付金を手渡す予定。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

安城ＲＣ 社会奉仕委員長 恒川 憲一 

活動名称  

事業分類 環境・文化・スポーツ・健康 R 財団補助金 有 

協力団体  

 

1,地域社会 

優れたボランティア活動に対する顕彰と補助 

2,環境保全 

530 運動への活動資金援助 

明祥中学校の油ヶ淵清掃活動資金の援助 

3,地域共同隊（RCC） 

安城少年野球サークルへの協力 

安城ロータリー杯争奪少年野球大会（11/3、2/7・8 安城 RC ホスト） 

4,今年度特別催事 

デンパークダンスフェスティバル（10/25） 

安城フォトコンテスト（H26.11～H27.3 応募期間） 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

西尾ＲＣ 社会奉仕委員長 鳥居 清澄 

活動名称 無 

事業分類 健康、スポーツ R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

愛知こどもの国も設立より長い時間が経過し、子供達の遊具も老朽化が目立ち、県より委託を受けたＮＰＯ法人

に於いても資金が少なく、遊具の整備がままならない。このままでは子供達の健康発達等に寄与する目的で設立

された同国の意義が無くなる。そこで子供達が安全で安心して運動が楽しむ事が出来る環境を整備する目的に

て、運動具を援助した。 

 

 

  

 

 

２０１４－１５年度 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 ２０１４－１５年度  



 

 

碧南ＲＣ 社会奉仕委員長 粟津 康之 

活動名称 社会福祉および環境緑化事業 

事業分類 環境 R 財団補助金 有 新地区補助金 

協力団体 有 碧南市社会福祉協議会 

 

 

・市社会福祉協議会との連携協力、障がい者団体への奉仕活動の実践、赤い羽根募金への協力。 

 

・地域緑化環境整備および保全のため、碧南市権現公園に樹木寄贈を行う。 

 

・地域環境保全に協力、緑の羽根募金に協力。 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

西尾一色ＲＣ 社会奉仕委員長 神谷 林 

活動名称 金蓮寺弥陀堂清掃活動 

事業分類 環境・文化 R 財団補助金 無 

協力団体 無 

 

西尾地区周辺ではただ一つの国宝である金蓮寺弥陀堂の清掃を２月１２日（木）に行いました。 

さすがに古い建物のために修理する箇所がありますが、国・県の補助金が８割程度出るため、近年中に大掛かり

な修復が行われるようです。そこで当クラブでは、看板を建てることとなり、金蓮寺の役員、住職の方々と相談しな

がら予算及び看板の大きさ等を検討しながら進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他社会奉仕関連の情報 

 ・西尾市一色町『YOMISE ウキウキ通り』への協賛 

 ・Ａコープ一色店での交通安全街頭運動 

 ・国際ソロプチミスト西尾主催チャリティーコンサートチケットを市社会福祉団体連合会へ寄付 

 ・一色マラソン大会への協賛 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

高浜ＲＣ 社会奉仕委員長 小笠原 芳夫 

活動名称 地域に根ざして 

事業分類  R 財団補助金 無 

協力団体 有り 

 

・清流とは言えないですが、稗田川の市民一斉清掃にロータリークラブとして参加 

・わくわくフェステイバルに参加 

  社会福祉協議会主催ですが、本年度は特に高桑会長が社協の副会長を務めてみえる事から高浜 RCの 

ロータリーデーとしてスタンプラリー（子供たちの為）を実施。 

・南部まちづくり協議会の協力を得て南部保育園の園児たちと桜木を継続して植樹。 

（植樹は ロータリー、維持管理はまち協） 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

知立ＲＣ 社会奉仕委員長 渡辺 伸一 

活動名称 地域における乳がん検診並びに予防啓蒙事業 

事業分類 健康 R 財団補助金 地区補助金 

協力団体 無 

 

・開催日時  2014 年 11 月 30 日（日）9：00～16：00 

・開催場所  知立市文化会館『パティオ池鯉鮒』 

・開催内容  乳がん予防啓蒙事業として、自己検診及び検診受診を促すチラシ 1,000 枚を同日・同会場にて開

催の「知立こどもフェスティバル」に来場した女性にロータリーメンバーが配布。 

同時に知立市在住の 30～39 才女性に超音波による検診・触診を実施。 

40 歳以上女性にはマンモグラフィーによる検診・触診を実施。受診者：115 名。 

・事業を終えて 

予想をはるかに上回る検診申込みに、地域女性の関心の高さを伺い知った。 

受診したくとも仕事を持つ女性には平日の受診は困難であること、また小さな子供がいることなどの

弊害があり、必要性を感じながらも受診する機会を逸している声を多く聞き、この事業の有効性を感

じとれたことはクラブ会員の意識高揚にもなった。 

また事業後に、検診を実施した医療機関から、数名の精密検査が必要な方もおられたと聞き、大事

なきことを祈りつつ事業の意義を実感した。 

 

 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

西尾ＫＩＲＡＲＡ ＲＣ 社会奉仕委員長 榊原 利夫 

活動名称 西尾ＫＩＲＡＲＡ賞 

事業分類 文化・環境 R 財団補助金 無 

協力団体  

 

 社会奉仕  

｢西尾 KIRARA賞｣ 

 日頃、西尾市において社会奉仕、ボランティア活動、

並びに、ひたむきな善意の行動により、明るく豊かな地

域づくりに取り組んでいる方々又、地域の文化、スポー

ツ、環境、福祉等の分野で社会に貢献し、私達に夢を

与えてくれる方々の行動に対し支援し、敬意を表し、顕

彰。 

今年度 第２２回目となり、2014 年 11 月 28 日(金)に団

体 1組と個人 1人へ贈呈致しました。 

 

 

その他社会奉仕関連の情報 

 環境保全  

「財政的支援ではなく、実際に汗を流し、地域に目を向

けた環境保全活動」 

2003～04年度より 2008～09 年度 ｢矢作川ｸﾘｰﾝ作戦｣ 

草取り・清掃 

1999～00 年度より今年度迄継続事業として「みどり川ク

リーンボランティア」草取り・清掃 

2008～09 年度より今年度迄継続事業として 西尾市二

の沢川周辺の草取り・清掃・植樹 

 

 

 

２０１４－１５年度 

 

 

社会奉仕活動・環境保全活動報告書 

 



 

 

三河安城ＲＣ 社会奉仕委員長 山本 雅仁 

活動名称 子供の為のボランティア活動団体への支援 

事業分類 教育 R 財団補助金 無 

協力団体 安城市中央図書館 

 

「新美南吉が短い生涯の中で、最も輝いた青春時代を過ごしたまち安城」をキーワードに、三河安城ロータリーク

ラブ活動の公共のイメージ向上のために、この地域の子供達に対して紙しばい上演などを実施しているボランテ

ィア団体へ紙しばい用の舞台教材などを提供し、各団体への支援事業をさせて頂きました。 

（事業内容） 

１、紙芝居作成 

・新美南吉作品「ごんぎつね」を題材に地元画家に依頼し、大型紙しばいとスタンダード紙しばいを作成。 

・図書館にある 6話の原画紙しばいを撮影・コピーして、大型、スタンダード各 1 セットを作成。 

２、事業開催 

・2014.7.30 安城市主催の新美南吉誕生祭・オブジェ除幕式にて安城市へ紙芝居・舞台一式寄贈させて頂き

ました。(中央図書館にて管理) 

・2014.11.12 の例会(社会奉仕担当クラブフォーラム)にて、メンバーに紙しばいの披露。 

・2014.12.7 安城商工会議所主催のイベント「元気フェスタ」会場にて、紙しばいを一般公開することと子供た

ちへ本の読み聞かせをボランティア活動されている方にお願いし「ロータリーデー」とし実施しました。 

 

 

2014.7.30 安城市主催の新美南吉誕生祭・オブジェ

除幕式にて安城市へ紙芝居・舞台一式寄贈. 

 

2014.12.7 「ロータリーデー」とし、子供たちへ紙しば

い、絵本の読み聞かせを実施 
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ＲＣＣ活動



ロータリー地域社会共同隊の手引き 

（Rotary Community Corps − RCC） 

 

 RI2760 地区社会奉仕委員会 

I. ＲＣＣとは 

 

ロータリー地域社会共同隊（RCC）は、ロータリアン以外

の人々がロータリーの価値観を共有し、奉仕活動に尽力す

るグループです。80カ国以上の国に存在する 7,200隊以上

の RCCは、奉仕活動のパートナーです。提唱ロータリーク

ラブの指導と支援のもと、RCCはプロジェクトを立案、実

行し、地域社会における保健、識字、安全、雇用、環境な

どの問題に取り組みます。また、RCCがロータリークラブ

の奉仕活動を支援することもあります。 

RCCは RI直轄の常設プログラムの一つです。 

 

II. ＲＣＣ（RVC
※1

）の生い立ち 

 

RVC は、1985 年の国際大会で RI 会長エレクトのマット・カパラス氏の提案により、3 年間

のパイロットプログラムとして始まりました。 

カパラス氏は、フィリピンの出身です。当時のフィリピンは非常に政情が不安定で、都市と農

村の貧富の差も激しい有様でした。農村の人々は、本当に貧困にあえいでおり、この窮状から

農民を何とか救いたいという思いから始まったものが、RVCです。 

良い成果を得られたことから、3年後の1989年RIの公式プログラムに採用されました。また、

同時に先進国向けのプログラムとして、RCCの名称も承認されました。その後、RVC、RCC

あるいはRCSC
※2

の名称が混在していましたが、1999 年には、RI の理事会で RCC に名称が一

本化されました。 

※1 ）RVC（Rotary Village Corps）ロータリー村落共同隊 

※2 ）RCSC（Rotary Community Service Corps） ロータリー社会奉仕共同隊 

 

III. ＲＣＣの目標 

 

すべての RCCは、以下の 4つの目標を共有しています。 

 個人が地域社会の改善のため責任をもって活動する。 

 あらゆる有用な仕事の尊さと真価を認識する。 

 生活の質の向上を図るため自主自助の活動と協同活動を実施する。 

 地元の文化や地域社会の状況下で、人間の能力を最大限に発揮するよう奨励する。 



 

IV. 日本のＲＣＣと当地区のＲＣＣ 

 

 

 



V. 当地区にＲＣＣが多いのは何故？ 

 

RI第 2710地区の松本氏が、RI理事であった 1992年当時、松本理事の指導のもと に 2人の

アシスタントコーディネーターが任命されました。一人は岡山南 RC の中嶋パストガバナ ー

で、もう一人が豊橋 RC の高沢パストガバナーでした。高沢氏の尽力により、1993 年に豊橋 

RCCと半田 RCCが結成されました。 

 

VI. ＲＣＣと協力することの利点 

 

 RCCは、クラブがバランスの取れた奉仕プログラムを実施する上で欠かせない存在です。

ロータリークラブが地域の関心事に取り組み、持続可能なプロジェクトを先頭に立って実

施していくにあたり、RCCと協力することで地域の人々を参加させることができます。  

 RCC は、地域のニーズを特定するために提唱ロータリークラブに協力し、奉仕活動を立

案、実施、監視、そして評価します。ニーズは地域によって異なりますが、RCC は地域

特定の要求に応えるプロジェクトに取り組むことができます。  

 RCC は、ロータリーが存在する全ての地域で素晴らしい活動を行っています。都市部、

先進地域、発展地域といった違いを問わず、それぞれの地域にとって貴重なリソースとな

ります。  

 RCC 隊員は、どんなに大きな課題でも解決できないものはないという信念の下に団結し

ています。隊員と提唱ロータリークラブの豊かなリソースと活動への献身があれば RCC

には無限の可能性があります。 

 

VII. ＲＣＣの結成方法 

 

RCC は、同じ国または地区内のロータリークラブによって組織、提唱されます。これに他国

のクラブを含む追加のクラブが加わって RCCを協同提唱することができます。 

 

① クラブの支援を得る  

RCC は、提唱ロータリークラブによる継続的な支援を必要とし、プログラムとその

活動に関する十分な理解を得ることが大切になります。RCC を始めるにあたり、以

下の提案を検討してください。 

  

 RCCを創設することをクラブ会長ならびに奉仕活動委員会に相談し、RCCが取

り組む地域のニーズと共同隊員候補者について説明する。  

 クラブ例会でプレゼンテーションを行い、RCC関連の出版物を配布する。  

 RCC を提唱したほかのロータリークラブと連絡を取り、成功のカギについて学

ぶ。また、ほかの RCC隊員やその提唱クラブの会員を招き、話をしてもらう。  

 

② 隊員を募る  



 クラブが RCC を提唱することに同意し、委員会が設立されたら、メンバーを募

り共同隊の規模を拡大させることができます。 

 

③ RIによる認証を受ける  

 最低 10 人のロータリアン以外の RCC 隊員を集めることができれば、国際ロー

タリーより正式に認証を受けることができます。認証状を申請するには、「ロー

タリー地域社会共同隊結成書」を 3部作成し、2部を地区ガバナーに提出してく

ださい。地区ガバナーが署名した後、正本は RI 日本サービスセンターに送付さ

れ、副本は地区ガバナーが保管します。 

1部は RCCで保管してください。 

 RI で結成書が受理された後、提唱ロータリークラブの会長宛てに、認証状が正

式に送付されます。（申請より数週間～数ヶ月程度） 

 

④ ロータリアンは、新たに創設された RCC に認証状を授与するために、認証状伝達式

や祝賀行事など特別な催しを開くことを検討してください。 

 

VIII.  ＲＣＣの運営 

 

 RCCは、月に１回以上の会合を開き、計画やプロジェクトを討議し、その実施状況 や地

域の問題を検討します。 

 RCC の会合には少なくともロータリアン１名が出席し、指導したり、ロータリークラブ

との連絡役を務めます。 

 RCCは毎年２つの大きなプロジェクトを実行するよう奨励されています。 

 RCCの隊員に例会への出席呼びかけ、会員との交流と RCCの理解を深めることを検討し

てください 

 隊員にかかる費用はわずかな金額に抑える必要があります。 

 

IX. ＲＣＣの内容の変更 

 

提唱クラブの変更、RCCの名称の変更、活動内容の変更が生じた場合は、「ロータリー地域社

会共同隊登録事項変更届」を記入の上、RI 日本事務局に送付してください。尚、コピーを地

区 RCC委員長または地区 RCC委員まで提出してください。 

 

X. ＲＣＣの終結 

 

RCCが次のいずれかに該当した場合終結する。 

 RCCがロータリー地域社会共同隊指針に従わないなどの理由により 

 提唱ロータリークラブが提唱を撤回することにより 

 ロータリークラブ自身の決定により 



XI. 終結の届け出 

 

RCCが終結した場合には、「終結届」に 

① 終結年月日 

② 終結の理由 

を記入し、すみやかに RI日本事務局に送付してください。 

尚、コピーを地区社会奉仕委員会 RCC担当委員まで提出してください。 

 

 

RCCは、地元の人々をロータリーの奉仕活動の輪の中に巻き込んで、共に行動します。 

クラブの確固たる存在を地元住民にアピールする最良の方法となります。 

是非、皆様方のクラブでも RCCの提唱をご検討下さい。 

 

 

 

● 国際ロータリー日本事務局 クラブ・地区支援室 (2760 地区担当：東川) 

〒108-0073 東京都港区三田 1 丁目 4-28 三田国際ビル 24F 

      TEL/ 03-5439-5800 FAX/ 03-5439-0405  E-mail/ daisuke.higashikawa@rotary.org 

  

● 国際ロータリー第 2760 地区ガバナー事務所 ・ ガバナー事務所分室 

〒460-0003 名古屋市中区錦二丁目１５－１５ 豊島ビル 3 階 

      TEL/ 052-201-2760 FAX/ 052-201-1670 URL/ http://www.rotary2760.org/ 

 

● 国際ロータリー第 2760 地区社会奉仕委員会 ＲＣＣ担当委員 



豊橋 RCC 豊橋教育サークル（ＴＥＣ） 

ＲＣＣ隊長名 鈴木 正之 ＲＣＣ隊員数 
小学校教諭 69 名 

中学校教諭 26 名  合計 95 名 

提唱ＲＣ 豊橋ＲＣ RCC 担当名 RCC 委員会 山本 光伸 

 

提唱 RCCの活動目的 

青少年の健全育成 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

児童・生徒の健全育成の推進を目的とした教員の組織です。 

豊橋市内小・中学校７４校の生徒指導主事・主任が、連携しながら活動しています。 

主な活動は、次の３つです。 

１． 問題行動、不登校などの情報交換会を定期的に行っています。 

２． 地域の方と協働し、不登校などの情報交換会を定期的に行っています。 

 

１）小学校年間活動計画 

 ４月 小中合同主事・主任者会・・・本年度の指導の重点と行事計画の検討 

    研究部全体会・・・・・・・部長、副部長、各部長の選出 

                 研究テーマ、年間計画の提案 

 ５月 補導員総会（愛護センター） 

 ６月 小学校生徒指導情報交換会 

 ８月 生徒指導夏期研修会 

 ９月 小学校生徒指導情報交換会 

１０月 補導員全体研修会（愛護センター） 

１１月 小学校生徒指導情報交換会 

    小中高および関係機関による情報交換会 

１２月 研究部研究大会 

 ２月 小中合同主事・主任者会・・・本年度のまとめ、卒業期の生徒指導、春休みの生徒指導 

    小学校生徒指導情報交換会（主事・主任会後） 

 

２）中学校年間活動計画 

 ４月 生徒指導主事・主任者会（小中学校合同） 

 ６月 中高生徒指導連絡会 

 ８月 生徒指導夏期研修会 

１１月 県生徒指導研究大会 

    東三河南北合同「地域のつどい」 

１２月 研究部研究大会 

 ２月 生徒指導主事・主任者会（小中学校合同） 

 ※その他４、６、９、１１、２月に情報交換会を実施

 

 

２０１４－１５年度 

ロータリー地域社会共同隊(RCC)活動報告書 

 



RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

１）補助金の交付 

 

２）担当例会の開催 

毎年１１月、代表の先生をはじめ主要な立場にいらっしゃる先生方にお越しいただき、研究成果を報告いただ

く夜間例会を設けています。ロータリーでも青少年奉仕が４大奉仕になったように、青少年問題は大変重要な

問題だと認識しています。私たち豊橋ロータリークラブはＴＥＣの活動をよく理解し、その上で応援していくこと

が大切であります。 

 

RCC について気づいた点 

ボランティアを支援するだけでなく、その活動を理解し、お互いに刺激を受けるということもＲＣＣ活動の大切な

要素であるように思われます。 
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半田ＲＣＣ 半田教育サークル 

ＲＣＣ隊長名 森岡邦夫 ＲＣＣ隊員数 20 名(指導者 3 名・在籍児童生徒 17 名) 

提唱ＲＣ 半田ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 RCC担当 小栗 宏次 

 

提唱 RCCの活動目的 

青少年の健全育成 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

室長はじめ教職経験のある指導員３名が、不登校児童・生徒の学校復帰に向けた学習面、生活面の両面か

ら支援を行っています。また、行事やスポーツを通じた児童・生徒間の交流も積極的に行っています。

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

RCC隊員を例会に招待し活動報告してもらった。 

 

RCC について気づいた点 

特にありません 
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ロータリー地域社会共同隊(RCC)活動報告書 

 



豊橋ゴールデン RCC 高校生ＶＨＮＷ 

ＲＣＣ隊長名 内藤公久（豊橋善意銀行常務） ＲＣＣ隊員数 14 人 

提唱ＲＣ 豊橋ゴールデンＲＣ RCC 担当名 青少年奉仕委員会 金子通信 

 

提唱 RCCの活動目的 

高校生ボランティア活動の相互理解と交流 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

豊橋ゴールデンRCCとして豊橋善意銀行、豊橋市内の12高校（顧問教諭・生徒会・ボランティア部）からな

る「高校生ボランティア・ハート・ネットワーク（高校生ＶＨＮＷ）」を設立支援し本年度で 21年目となりました。高

校生が各学校で取組んでいるボランティア活動を尊重し、これらの活動の相互理解と交流の機会を持つことを

目的とした連絡協議会です。高校生がボランティア活動を自ら行うことにより、思いやりの心・いたわりの心が芽

生え、奉仕の心を育んでいます。今年度も幹事校が中心となり 12 校で共動し次のような交流事業が行われま

した。 

2015 年 2 月 8 日（日）豊橋市総合福祉センター「あいトピア」にて、テーマを「点字と手話を身近に感じてみ

よう」と掲げ、幹事校生徒が中心となり打ち合わせを重ね、福祉について事前に学び、交流会を実施しました。 

豊橋市・福祉関連の協力も得て手話についての講話、高校生による創意工夫された三講座「点字を読む

（しりとりゲーム）・点字を打つ（カレンダー製作）・手話で歌う（恋するフォーチュンクッキー）」を開催。12校の顧

問教諭・生徒にて 160 名以上が参加、各校交流を行いながら講座を受講し福祉について学ぶ機会となりまし

た。 

提唱クラブである当クラブも同日同場所に例会変更することで多くの会員が参加出来るようにし、会員に

RCC活動への理解を深める機会としました。 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

当クラブでは、ボランティア活動の理解の輪をより一層広げ、効果的な活動とするため、高校生が実践して

いる尊いボランティア活動を支援し、ボランティア精神を育成する為に活動しております。 

7 月に行われる豊橋ゴールデン RCC の総会において各校のボランティア活動に対する支援金を贈呈。以

降、交流会に至る RCC 会議にロータリアンが参加し、場合によっては助言および支援をしてきました。本年 2

月8日の高校生ＶＨＮＷ交流会においては例会とすることでクラブ会員が合同で参加。更に3月20日の例会

では交流例会として 12 校の顧問教諭と各校代表生徒を招待。例会に於いて各校のボランティア活動を紹介

や交流会の感想などを発表してもらう事でクラブ会員に RCC 活動の支援についての周知活動をしております。

9月の青少年奉仕月間においては豊橋ゴールデンRCCについての卓話を行い、フォーラムも実施致しました。

また、本年度は地域新聞社の協力を得て、各高校ボランティア部の活動紹介の特集を掲載し、地域社会に理

解と協力の啓蒙活動を行っています。 

 

RCC について気づいた点 

高校生ＶＨＮＷ活動に参加する高校生について、年間活動を通じて他校との交流、共働し事業を実現してい

くことにより、其々が自身を得、また成長していく姿を確実に感じます。と同時に、当クラブ提唱RCCプログラム

が青少年育成における役割の重要性も感じます。 
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手話で『恋するフォーチュンクッキー』を歌う 

 

 
手話で歌う（恋するフォーチュンクッキー） 

 

 
点字を打つ（カレンダー製作） 

 

 

 
点字を読む（しりとりゲーム） 
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名古屋守山 RCC 

ＲＣＣ隊長名 田代 京美 ＲＣＣ隊員数 約 1,000 人 

提唱ＲＣ 名古屋守山ＲＣ RCC 担当名 RCC 委員会 田中 友次 

 

提唱 RCCの活動目的 

一般ボランティア 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

・毎月第 4土曜日 13時 30 分～15 時 

名古屋市守山区のアクロス小幡にてＲＣＣの定例会議にＲＣＣ委員会のメンバーが出席し、理解を深めており

ます。 

 

・平成 26年 7月 16 日 

アサヒビール(株)名古屋工場での夜間例会に隊員 19名をお招きして、親睦を深め、 ＲＣＣの活動内容の理

解に努めました。 

 

・平成 26年 12 月 17 日 

当クラブ例会にＲＣＣ隊長田代京美様をお招きし助成金を贈呈いたしました。 

合わせて活動報告をしていただきました。 

 

・平成 27年 2月 20 日～21 日 

隊員 16 名と守山区社会福祉協議会の職員 1名と、長野県の「ひまわりの湯」1泊研修旅行にＲＣＣ委員長田

中が同行し、日頃の活動で気を付けていることや悩みなどを聞き、親睦と理解を深めてきました。

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

活動内容に報告のとおり、例会に招待して活動報告をしていただきたり、 

毎月第 4土曜日の 13時 30～15 時に行われるＲＣＣの定例会議にＲＣＣ委員会のメンバーが参加し、理解を

深めております。 

さらに、守山区福祉祭りや一泊研修旅行に同行して、より親睦を深め、具体的な活動内容の理解を深めてお

ります。 

合わせて、クラブに周知するために活動報告はもちろん、毎月発行される「ＲＣＣボランティアだより」を例会で

回覧をしております。 

 

RCC について気づいた点 

特にありません。 
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RCC 補助金贈呈式                               RCC 補助金贈呈式 RCC 会長スピーチ 

   

アサヒビール工場での夜間例会にお招き①            アサヒビール工場での夜間例会にお招き② 
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安城少年野球サークル RCC 

ＲＣＣ隊長名 原田秀邦 ＲＣＣ隊員数 300 人 

提唱ＲＣ 安城ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 内藤 教恵 

 

提唱 RCCの活動目的 

青少年の健全育成 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

安城少年野球ＲＣＣは、安城市内の小学生で構成する野球チーム８チームの部員とそれぞれのチームの監

督・コーチ等およそ 300 名で構成されています。青少年の健全育成を活動目的とし、活動の内容は、野球を

通じての青少年の教育と社会へのボランティア活動です。野球大会については、２月に安城ロータリー旗争奪

少年野球大会・７月にオールスター野球大会・11 月に安城ロータリー杯争奪少年野球大会では岡崎との対抗

試合などを行います。特に２月に行われる大会は、６年生にとっては、最後の大会になるので、非常に力が入

ります。ボランティア活動としては、ゴミ拾い等をしています。いずれにしても、様々な活動の中で、子供たちが

成長の結果を見せてくれるので、サポートする側も一生懸命にならざるをえません。今後も，このＲＣＣを発展・

継続させていく覚悟です。 

 

第１回安城ロータリー杯争奪少年野球大会（安城選抜ＶＳ岡崎選抜） 

１１月３日 快晴の安城市総合公園内ソフトボール場にて、第１回安城ロータリー杯争奪少年野球大会が開催

されました。今年から岡崎東ロータリークラブがＲＣＣに参加しなくなり、安城ロータリークラブ単独の活動となり

ました。開会宣言、会長挨拶で始まり、試合は緊迫した投手戦で岡崎選抜チームが2-1で勝利。サインプレー

もあり、小学生とは思えない熱戦試合でした。会長の始球式は当日のブルペンでの練習の成果か、ナイスピッ

チングのストライク、会長も自らの出来にご満悦でした。 

今後も子どもたちの育成に継続的な支援活動をしていきたいと思います。 

 

第 18 回安城ロータリー旗争奪少年野球大会 

２０１５年２月７～15 日に安城市総合公園内ソフトボール場において開催されました。 

6 年生の卒業記念大会も兼ねておりたくましく成長した選手が監督さんやコーチに見守られるなか力一杯プレ

イしました。選手のみなさんは思い出に残る試合になったことでしょう。今回も無事大会を終えることができまし

た。安城少年野球連絡会関係者の方々、そして、多くの皆さまのご協力に深く感謝申し上げます。 

 

  安城ロータリークラブ参加者 

  永谷 文人 会長 

  横山真喜男 幹事 

  恒川 憲一 社会奉仕委員長 

  内藤 教恵 地区社会奉仕委員（ＲＣＣ） 

  中嶋 美和 事務局
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RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

創立 40 周年記念事業としてＲＣＣの設立。１９９８年 2月 7 日 記念式典においてＲＣＣ認証状伝達式が行わ

れ、当クラブから優勝旗の贈呈をしました。安城ロータリー旗争奪少年野球大会は第 18回の大会となり、安城

少年野球サークルＲＣＣの方々と協力して無事終えることができました。 

毎年 11 月に岡崎少年野球サークルＲＣＣとの対抗試合などを行ってきましたが、第 16 

回ロータリー杯争奪少年野球大会をもって幕を閉じました。岡崎少年野球連絡会関係者また安城少年野球連

絡会関係者の皆さまの希望もあり、今年度は第１回安城ロータリー杯争奪少年野球大会（安城選抜ＶＳ岡崎

選抜）を開催しました。 

また RCC を例会に招待し、活動費の贈呈式を行い、活動報告をしていただています。 

 

RCC について気づいた点 

特になし 
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国際ボランティアポレポレ RCC 

ＲＣＣ隊長名 塩谷増夫 ＲＣＣ隊員数 68 人 

提唱ＲＣ 半田ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 RCC担当 小栗 宏次 

 

提唱 RCCの活動目的 

国際交流 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

国際ボランティアポレポレは,地域の国際交流を進めるブランティア団体です。20 年に及ぶ外国人のための日

本語スクール、日本人と結婚した外国人女性の諸問題の相談、子供たちの学校生活の支援をはじめとして知

多半島の外国人との交流や外国文化の紹介などさまざまな国際交流活動をしています。ホームステイ、通訳、

翻訳なども行っています。 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

RCC隊員を例会に招待し活動報告してもらった。 

 

RCC について気づいた点 

特にありません 
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長瀬
ナ ガ セ

楽人会
ガ ク ジ ン カ イ

RCC 

ＲＣＣ隊長名 上原 久 ＲＣＣ隊員数 14 人 

提唱ＲＣ 岡崎東ＲＣ RCC 担当名 RCC 委員会 酒井 賢 

 

提唱 RCCの活動目的 

古典音楽の伝承 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

〇岡崎市立矢作北小学校の雅楽部の指導支援 

〇近隣地域神社の祭礼法要で奉楽 

〇定期的な合奏練習

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

１２年間に渡り、矢作北小学校雅楽部の生徒を例会卓話時にお招きして、演奏をして頂いています。 

 

RCC について気づいた点 

特にありません 
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半田災害支援ボランティアコーディネーターの会 RCC 

ＲＣＣ隊長名 廣江好矩 ＲＣＣ隊員数 68 人 

提唱ＲＣ 半田南ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 横尾哲也 

 

提唱 RCCの活動目的 

災害支援 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

平成２６年度 活動報告 

１．会員育成研修事業 

  救急法練習、災害ボランティア支援本部立上訓練３回、名古屋大学減災館視察、 

  災害ボランティアコーディネーター養成講座 

２．地域との連携のための資源回収事業 

  成岩３区と合同１０回 

３．家具転倒防止事業 

 ①家具転倒防止器具取り付け講習会４回  ②家具転倒防止器具取り付け工事１１軒 

４．防災・減災活動 

 ①保育園幼稚園防災教室３回 ②小学校防災教室７回 ③小学校防災キャンプ ④中学校防災教室 

 ⑤中学校職員防災研修 ⑥児童センター防災教室２回 ⑦特別支援学校防災教室 

 ⑧消防署 AED研修手伝い４回 ⑨サマーアタック防災教室  ⑩半田市防災リーダー養成講座 

 ⑪自治区自主防災会防災訓練２回⑫養護施設防災教室  ⑬小学校祭防災講座 ⑭半田市防災講演会 

 ⑮半田市総合防災訓練 

５．広報誌 

 タンポポ便り発行５回 

６．会議 

 ①総会 ②役員会１１回 ③地区会５地区それぞれ１１回 

７．その他 

 ①ガラス飛散防止講習会 ②救急法講習会  

８．RCC 活動報告 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

毎年支援金を贈呈するとともに、例会にて詳細な活動報告を実施してもらっている。 

また、RCC 活動、会合のオブザーバーとして参加する事もある。 

また、RCCが定期的に発行するレター（活動レポート）をクラブ会員全員に配布している。 
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RCC について気づいた点 

ロータリーの奉仕活動を実践し、地域との交流を深め、しかもロータリーそのものを知ってもらうための広報の

場となるのが RCC であると考える。 

ロータリーはRCCがその活動を活発にし、将来的に自立できるようになるまで、長期的視野に立って支援し続

けるべきであろう。 
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子ども歌舞伎 RCC 

ＲＣＣ隊長名  ＲＣＣ隊員数  

提唱ＲＣ 豊田西ＲＣ RCC 担当名 ロータリー財団委員会 長坂 剛充 

 

提唱 RCCの活動目的 

伝承 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

豊田市の伝統文化である農村歌舞伎を伝承する活動の一環である子供歌舞伎を継続し、青少年の育成に役

立つ活動をしていく。 

地域の 4団体と共に活動、意見交換会開催。 

各地の歌舞伎保存会が子供歌舞伎公演を行う際に必要な物の購入、衣裳等の貸借、練習に必要な環境や

場所への支援を行う為、新地区補助金申請とクラブでの予算建てにより実行している。 

又、豊田西ロータリークラブの創立４５周年(15-16 年度)事業として、全国地歌舞伎サミットを、歌舞伎保存会、

豊田市との共催により誘致し、豊田市の子ども歌舞伎を広くＰＲする計画を進めている。

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

各保存会の公演を、幹事報告、チラシ配布、メール送信等で会員に周知。 

広く会員に呼び掛け、観劇を行う。 

 

何年か毎に、観劇のクラブフォーラム例会を行う。 

 

ロータリー財団月間（11 月）に合わせ、意見交換会をクラブフォーラム時（11/10）開催。同日、例会にて支援 

金贈呈式。 

 

RCC について気づいた点 

特になし 
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樹木医カシナガ消防団 RCC 

ＲＣＣ隊長名 板倉 賢一 ＲＣＣ隊員数 10 人 

提唱ＲＣ 名古屋千種ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 吉田 玄 

 

提唱 RCCの活動目的 

森林保全 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

 カシノナガキクイムシが病原菌を媒介することで発生するナラ類集団枯損は、依然として拡大傾向にあります。

私たちカシナガ消防団も拡大防止に努めております。今年は知多市立美和小学校内の雑木林において、総合

的防除の研究が愛知県樹木医会と日本福祉大学や薬剤メーカーを中心に実施されました。カシナガ消防団もこ

の研究に参加しました。 

昨年被害木調査を実施したところ、この林の中で10本の被害木を確認しました。そこで、ラップ巻防除を改善した、

粘着資材による脱出成虫の捕獲を行う防除方法とおとり木（これはあらかじめ殺虫剤と殺菌剤を樹幹注入した木）

に誘引物質を取り付け、それにより誘引、捕獲（殺虫）防除の二つを実施しました。 

まずは、粘着資材による脱出成虫の捕獲研究とは、加害された木（木の中にカシノナガキクイムシがいる木、これ

を穿入生存木と呼びます）を対象に地際から約 50cm には粘着布、そこから 5ｍまでは粘着紙を粘着面が内側に

なるようにらせん状に貼り付けます。これで、今シーズン羽化する成虫を捕獲いたします。 

 もう一つのおとり木と誘引剤による捕獲作戦ですが、おとり木を作るために薬剤を樹に樹幹注入を行います、今

年度はその技術に進化が見られました。今までは幹に穴をあけて、アンプル（200ｍｌのプラスチック製容器）を取り

付け、1 週間程度設置することで、薬剤を樹に吸い込ませていました。その新しい技術は幹に穴をあけ（ここまで

は同じ）、専用の器具を使い、高濃度に濃縮された薬剤を直接（アンプル等を使わずに）幹に打ち込みます。 

 この新しい技術により、穴をあけるのは同じですが、穴の径が小さくてすむ（樹にダメージが少ない）、アンプル

が必要なくなる（運搬や設置したアンプルの回収が必要なくなる）等の改善が見られました。 

 こういった技術改善も樹木医、大学、薬剤メーカーが協働で活動を継続してきたからこそだと思います。一緒に

作業をしながら、問題点を共有し、改善策を考え、その改善されたものを試すという事を繰り返すことが、新たな技

術を生んだんだと思います。 

 この林でも愛知県、知多市、森林総合研究所、薬品メーカー、造園会社そして、千種ロータリークラブの協力を

経て、日本福祉大学福田教授と愛知県樹木医会カシナガ消防団が協働でこの防除作戦が展開され、被害を食

い止めることが出来れば、被害地での防除方法が確立でき、カシナガ被害の拡大を食い止めることとが出来そう

です。 

私達消防団の出来ることは非常に小さく微力ですが、これだけの仲間や支援が集まり大きな成果になりつつあり

ます。このような活動こそがカシナガ消防団の目指すところであります。これからもこのような活動が出来るよう日々

努力して参ります。 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

例会で RCC隊員の卓話を実施。 

 

RCC について気づいた点 

特になし 
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名古屋東山 RCC 愛知池友の会／AJU 車いすセンター 

ＲＣＣ隊長名 馬杉晶爾 ／ 江戸 徹 ＲＣＣ隊員数 （ 30 + 8 ）人 

提唱ＲＣ 名古屋東山ＲＣ RCC 担当名 環境保全・ＲＣＣ委員会 中島 譲治 

 

提唱 RCCの活動目的 

愛知池友の会：愛知池周辺の緑の環境整備及び保全,自然と自然を愛する人々の輪を広げる 

AJU 車いすセンター：障害がある人もない人も共に生きるまちづくり 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

愛知池友の会： 

・石けんつくり講習会 10 月、11 月の 2回 尾三衛生組合エコプラザで実施 

・イベントに参加 

 東郷町： こどもエコ万博、文化産業まつり（ 9 月、11 月） 

 日進市： 日進エコフェスタ、市民活動祭 (10 月、12 月) 

 名古屋市：わだち祭（AJU の祭り） 

上記の出展内容は、エコ石けんのつくり方体験や石けんの販売、エコ石けんを使っての石けん粘土工作、愛

知池周辺の自然素材を使っての工作つくりなどである。 

・愛知池の花壇の整備と植樹地の草刈り（年 3回実施） 

・愛知池内のアジサイ植栽と管理、レッドブックに記載の絶滅危惧種の日本ナデシコの種蒔きと増殖、盗掘さ

れ唯 1株見つかったクサボケの挿し木つくり 他フジバカマ ノハラアザミなどの種蒔きと株の増殖 、桜の害

虫調べと駆除（5 月から 9 月まで週 1回） 

・愛知池下の目こぼれの松地内 祠周辺の草刈 草取りとごみの収集 （月 1回） 

・東北地方から取り寄せたどんぐりのポット苗作り 300ポット これは1年半後に東北地方の防潮堤用植樹に使

われる株苗である。 12 月に実施 エコ三五さんの植樹祭への協力 

・さくら祭り実施 愛知池内の名古屋ロータリークラブ記念植栽の桜の見物とイベントで、交流関係の AJU の

方々や日進市在住の車いすを利用されている方々との交流のため。 

（4 月に実施） 

AJU 車いすセンター： 

通常活動として、車いすの無料貸出事業を行っています。 

 不要になった車いすをいただき、病気等により車いすが必要になった方や小中学校での体験学習に約５０

台／月の貸出しを行っています。体験用を除くと 70％程が 65歳以上の方への貸出しです。近年は子供用の

貸出し依頼や、呼吸器を設置したいなど特殊な車いすの相談も増えています。 

障害者社会参加・啓発事業 

 障害者が主体となり開催するイベントなどの事務局を担っています。今年度は今後施行される障害者差別

解消法を市民の皆さんに知っていただくため、アピール活動を行っています。また、共に踊るよさこいチーム

「あじゅら」として8月に鈴鹿と名古屋のお祭りに参加。9月は国際子ども虐待防止世界会議での演舞依頼もあ

りました。10月には台風で中止となりましたが、名古屋市主催の第30回名古屋ｼﾃｨﾊﾝﾃﾞｨﾏﾗｿﾝの事務局を担

っています。 
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名古屋東山ロータリークラブ様との交流としては、毎年例会に参加させていただき、車いすセンターの現状報

告や車いす体験を通し、障害者福祉や地域福祉についてお伝えさせていただく機会をいただいています。 

交流企画として、4 月に愛知池にて地域の方を招き開催するさくらまつりに参加し、5 月に名古屋市昭和区で

行うバザーに出店いただいています。また今年度は新企画として、蛍を見る会を 6月に計画中です 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

 ＲＣＣ隊員の 2団体の代表をそれぞれ例会に招待し、活動報告をしてもらった 

 愛知池友の会の「桜まつり」を 3 月 26 日例会日としてもらい、開催協力という形で例会変更して参加して

いる。 

 

RCC について気づいた点 

特になし 
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岡﨑大門交通安全 RCC 

ＲＣＣ隊長名 中村邦彦 ＲＣＣ隊員数 14 人 

提唱ＲＣ 岡崎城南ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 山本信一 

 

提唱 RCCの活動目的 

交通安全の啓蒙 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

12 月の年末交通安全運動期間中に行います。 

12 月 3 日愛知環状鉄道大門駅南県道 26号で学区総代会、交通指導員、しめ縄組合、城南ＲＣメンバー、Ｐ

ＴＡ、北中生徒会、ＲＣＣ隊員ら総勢 200 名「交通安全しめ縄活動」を行いました、児童がＲＣＣ隊員、住民とも

に交通安全を願いを込めてドライバーへしめ縄を手渡しするもので1988年から行われています。今回はＲＣＣ

隊員より寄贈された 320 個のしめ縄に子供たちのメッセージを封入、5 年生が考案した「大門しめ縄キャラクタ

ー」の「しめちゃん」「しめださん」「しめなワン」シールもはってあります。 

子どもたちは警察官の指示に従って県道の東車線内に移動し「120 年の歴史がある大門のしめ縄です、安全

運転して下さい」とドライバーに手渡しました。 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

 ＲＣＣ隊員を例会に招待をし、ロータリアンとの交流をしている。 

 ＲＣＣ活動で配布するしめ縄を会員全員に配布をしています。 

 地域住民へのアピールで小学生の考えた交通安全標語横断幕を学校の外のフェンスへかかげておりま

す。 

 

RCC について気づいた点 

当クラブの場合は常にＲＣＣ隊長と情報を密にして話し合いをしていなければならない。 
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さくらんぼ育成会 RCC 

ＲＣＣ隊長名 竹内人美 ＲＣＣ隊員数 10 人 

提唱ＲＣ 瀬戸ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 金谷 康正 

 

提唱 RCCの活動目的 

文化承継と健全育成 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

地域文化である陶器絵付けを体験し、自分たちで作った小物グッズなどの販売体験を通して社会貢献を学ん

で貰いました。 

①７月４日瀬戸特別支援学校でＰＴＡ役員さんと先生方に「招き猫」の絵付けを学んで貰いました。 

②絵付け体験を７月１４日、１６日に瀬戸養護支援学校で小学部児童３６名、中・高部２１名の計５７名が参加し

て制作。 

③販売方法について、『キャリア教育』でロータリアンが講師となって指導。 

④９月５日ＰＴＡ役員と学校先生方の立会の下で、陶芸作家を含むロータリアン５名が集って審査して特製の

表彰状を発行。 

⑤９月２７日～２８日に『招き猫まつり in 瀬戸』会場（ローターリーチャリティブース出店）で子供たちに販売体験

をしてもらい、肢体不自由な児童・生徒が、施されるだけでなく、自分たちも社会に貢献することが出来るという

ことを学んで貰いました。その販売で得たお金をポリオプラスに寄付して貰いました。 

 

※どの作品も個性があって優秀作品にしたく大変悩みました。また、保護者の作品に書かれた『春よ来い』、

『ハッピー』から親心が伝わってきます。 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

・瀬戸養護学校の教育目標である「明るく心豊かに学校生活を送ることができる環境を整えるとともに、個々の

教育的ニーズに応じた教育を実践することにより、共生の意識と自己肯定感の伸張を図り、児童生徒一人一

人が主体的に社会参加を目指す資質を育成する。」を達成するための一助となるよう努めた。 

・瀬戸ロータリークラブ創立５５周年記念事業「瀬戸ロータリーデーポリオプラスチャリティーイベント」でチャリテ

ィバザーを開催して貰った。 

・10 月 29日に開催した『ポリオ撲滅チャリティ寄付金』セレモニーに校長、教頭、ＲＣＣ（ＰＴＡ）会長の３名に列

席して貰い、感謝状を贈呈した。 

 

RCC について気づいた点 

今回は天候に恵まれ屋外でのチャリティバザーも成功裏に終えることができたが、次年度は天候のことも考え

て、屋外実施の『まねき猫』を、屋内実施の『ひな人形』で検討したい （身障者は天候が重要となる）。 

 

 

  

 

 

２０１４－１５年度 

ロータリー地域社会共同隊(RCC)活動報告書 

 



  

  

 

  

 

ロータリー地域社会共同隊（RCC）活動報告書 ２０１４－１５年度  



 

 

 

 

ロータリー地域社会共同隊（RCC）活動報告書 ２０１４－１５年度 
 

 



安城市私立幼稚園 RCC 

ＲＣＣ隊長名 岩瀬 せつ子 ＲＣＣ隊員数 10 人 

提唱ＲＣ 三河安城ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 山本雅仁 

 

提唱 RCCの活動目的 

安城市にある 9つの私立幼稚園園児の教育環境をさらに充実させる。 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

平成 27 年 3 月 6 日（金）於：安城市民会館 

同日開催された安城市私立幼稚園（9 ヶ園）連盟の理事会において次年度の活動について説明する。活動内

容は次のとおりとする。 

暑い夏でも園児が外で元気で遊べるように、日陰を誘うパラソルを贈呈する。 

 

平成 27 年○月頃 各幼稚園にパラソルを贈呈する。 

平成 27 年○月頃 各幼稚園からパラソルの利用状況及び要望にについて報告を受ける。 

平成 27 年○月頃 幼稚園連盟の理事会において今年度の総括及び次年度の計画・要望について確認する 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

2013～2014 年度 

12 月に地域貢献事業として RCC事業を立ち上げました。 

12 月 25 日の例会において、会員の中に RCCについての理解不足及び情報の共有が不十分であった

ので、再度、会員に事業の内容について詳細な説明を行い、周知に努めました 

1 月 22 日の 15 周年式典において、岩瀬 RCC隊長に「認証状」をお渡ししました。 

6 月 4日の例会において、岩瀬 RCC隊長を招き、パラソル「目録」の贈呈を行いました。 

  

2014～2015 年度 

2014 年 9月 9 つの幼稚園からパラソルの利用状況・成果について報告を受けました。 

2015年 3月 6日 9つの幼稚園の理事会において、RCC事業へのご協力とご支援に対してお礼を述べ、

次年度の具体的な事業内容について説明しました。 

 

RCC について気づいた点 

今後継続して岩瀬隊長と相談し、幼稚園の意見を参考にして、より良い活動を行い、地域に貢献できるように

努めてまいります。 
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愛ポート’05 RCC 

ＲＣＣ隊長名 久保恵理 ＲＣＣ隊員数 10 人 

提唱ＲＣ 岡崎南ＲＣ RCC 担当名 社会奉仕委員会 牧野嗣弘 

 

提唱 RCCの活動目的 

本組織は視覚に障がいがある人が地域社会で活き活きとくらすことが出来るための支援を目的に事業を行う。 

 

本年度のRCC の具体的な活動内容 

平成２６年 

６月  コンサートバザー出展・誕生会・地域交流会＆ミニコンサート 

７月  お楽しみ会・東海盲学校弁論大会 

８月  サマースクール・３B体操（シビックセンター） 

９月  竜美福祉祭り・ハンドマッサージ・避難訓練実施 

１０月 ふれあいバザー・よりなん感謝祭・誕生会・ハンドマッサージ・岡崎南 RC例会参加 

１１月 リブラ祭り・みそのマリア幼稚園バザー参加・一周年記念食事会・ハンドマッサージ・視覚障害者歩行

研修参加 

１２月 市民クリスマスバザー参加・クリスマス会・誕生会＆歓迎会・ハンドマッサージ・県議会傍聴 

１月  初詣・メンバー歓迎会 

２月  豆まき 

３月  卒業を祝う会・チャリティー芸能祭バザー参加・誕生会 

 

☆毎月１１日イオンイエローレシートキャンペーン参加 

☆毎月第４水曜日、ソニーバザー参加 

☆月１回、ミーティング 

☆必要に応じて自主製品作成 

 

RCC との関わり方 また、RCC の活動をクラブに周知する為の方策 

例会に招待し卓話で活動報告を話して頂いた。社会奉仕委員会を合同で開催した。 

 

RCC について気づいた点 

特になし 
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